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大久保B遺 跡2号 墓(上)と 出土 した瑞雲双rr八 花鏡(下)



大洞遺跡3号 住居趾(上)と 中島A遺 跡の遺物出土状況(下)



中島B遺 跡出土石器(上)と 八窪遺跡2・3号 住居趾(下)



御堂垣外遺跡3号 住居趾(上)と 吉田川西遺跡5号 住居趾(下)



序

財団法人長野県埋蔵文化財センターは,昭 和57年4月 の発足から満3

年を迎えようとしています。

日頃は,当 センターの諸活動に御理解御協力をいただき感謝してお り

ます。

本法人は,主 な事業 を県内における埋蔵文化財の調査及び研究,調 査

技術の指導及び研修,保 護思想の普及,啓 蒙等 を目的 とし,当 面は中央

自動車道長野線,更 には関越自動車道上越線,北 陸新幹線等の大規模開

発事業に対応して埋蔵文化財保護対策 を適切に実施すること並びに保護

思想の普及,啓 蒙等を大 きな柱 としています。

中央自動車道長野線に係る発掘調査は,岡 谷市地籍内では昭和57年5

月に開始 し,昭 和59年10月 に完了しました。また,塩 尻市地籍内では昭

和58年10月 から,松 本市地i籍内では,昭 和59年10月 から開始 し継続中で

あります。

調査の結果,大 久保B遺 跡(岡谷市)か らは,全 国で十数面の発見例 を

見るのみの青銅製 「瑞雲双鶯入花鏡」(奈良時代)の 出土,中 島B遺 跡(岡

谷市)の 旧石器製作趾 と考えられる遺構,御 堂垣外遺跡(塩 尻市)の 敷石

住居趾,吉 田川西遺跡(塩尻市)の平安時代の住居趾多数の検出等多大な

成果を収めることがで きました。

埋蔵文化財の保護思想の普及,啓 蒙等の活動 としては,「長野県埋蔵文

化財ニュース」及び 「図書 目録IJの 発行,各 遺跡での現地説明会及び

展示会等を行ってまいりました。

これ らの事 業 内容 を中心 に 「長 野 県埋 蔵 文化 財 セ ンター年 報

1982～1984」 を発行することになりました。

本書の創刊に当たり,御 協力をいただいた関係各位に対 し深 く感謝 を

申し上げ今後 とも倍 旧の御支援 と御協力をお願いいたします。

昭和60年3月

財団法人 長野県埋蔵文化財センター

理事長,市 村 勲
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調査遺跡分布図
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第2図 調 査 遺 跡 分 布 図(2)(1:50,000)
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1.発 掘調査概要

おお く ぼし
.1.大 久 保B遺 跡

本遺跡は岡谷市成田町にあり,塩 嶺山地の東斜面で山麓 より派生 した2つ の小さな尾根に挾

まれた谷の奥 まった場所 に立地する(第3図)。 この谷はほぼ南方へ開き,足 下に諏訪湖 より発

したばか りの天竜川が西流する。調査対象面積は約4,700m・ で,昭和57年9月 から12月 にかけて

調査=を実施 した。本遺跡は,調 査前には周知の遺跡ではなく,中 央道長野線の用地内で遺物が

散布 しているとの情報に基づ き,昭 和57年7月 県教育委員会の指導で試掘調査が実施 され・縄

文時代中期後半の土器片や石器等の出土により遺跡 と認定された。

調査によっ'て確認 された層序は,1層 耕作土,II層 黒色土,III層 暗褐色土,IV層 黒褐色土,

V層 漸移層,VI層 明黄褐色土(波 田

ローム),VII層赤褐色土(塩嶺累層ま

たはその崩れ)であった。 この うち

II・III・IV層 から縄文時代の土器

片や石器が出土 したが,量 的には

わずかである。遺構は,縄 文時代

の土墳7基 がIV層 下位 ないしV層

上位で検出され,奈 良時代の墓2

基がII層 中で検出された。土彊か

らは遺物の出土はなかったが,検

出層位からみて縄文時代前期 ころ

の所産 と考えられる。

奈良時代の墓2基 の うち,1号

墓(第4図)は 墓の存在 を示す盛土

はな く,1層 中よ り石室構造 をも

つ石組みの上部が発見され,北 西

部にII層 中か ら切 り込む掘 り方が

/認 め られた。石室は天井石をもち,

奥壁 ・東西側壁 ・床 よりなる。主

軸方向はN25.Wで ある。石室の

第3図 大久保B遺 跡地形図(1:3,000)内 法は,193cm×60c血,高 さ50cm
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大久保B遺 跡

第4図 大久保B遺 跡1号 墓(上)と2号 墓(下)(1:60)
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長野県埋蔵文化財セシター年報1

で,長 方形の平面 をなす.天 井石 には大 きな自然石3個 が用いられ,北 側の1個 は,奥 壁上に

載 っている。中と南側の天井石は一段 と大型で,下 部が床面に着 くほ ど落 ち込んでいる。側壁

の1段 目は横手積み,2段 目は小 口積みを基本 としているが,西 壁では積み方に乱れの認め ら

れる部分 もある。側壁の裏籠めはあまりない。床 には15cm内 外の角礫が敷かれ粗雑な石敷 きを

なす。石室南側が開口してお り,閉 塞石 は認められなかった。1号 墓の石室は2号 墓に比較 し

て,'側 壁,裏 籠め,床 等に雑な様相が認め られる。k

2号 墓(第4図)は,1号 墓の北東約4mの ところに位置し,こ れにも盛土は認められなかっ

た。北西部にII層 か ら切 り込む掘 り方が認め られた。石室内法は193cm×75cm,高 さ47cmで 開

口部がやや開 く長方形である。石室は奥壁,東 西側壁,床 よりなる。検出時には天井石 は認め

られなかったが,付 近に大小の石が多数散 らばっていることからみると畑の造成などではずさ

れてしまったのであろう』側壁は1号 墓 と同様で,1段 目横手積み,2段 目以上小 口積みされ

るが,全 体的に側壁上部の石は耕作によって除かれているようで,元 来は奥壁頂部のレベル程

度まで積 まれていたと考えられる。床面には,15cm内 外の角礫が敷かれているが石敷 きは概 し

て雑で,南 側では掩乱が床まで及び多少抜かれていたらしい。開口部前面には閉塞 に用いられ

た と考えられる石が1個,外 側へ倒れるような状態であった。主軸方向はN30.W,1号 墓 とほ

ぼ同様である。

遺物は,1号 墓からは微量の骨片のみが,2号 墓か らは鏡一面と人骨の細片が発見 された。

2号 墓の鏡は,瑞 雲双1八 花鏡 とよばれる唐式鏡で,石 室内の残存する床石の南際から,鏡 面

を上に向け,そ の上下に人骨片が貼 り付 くような状態で出土 した。この鏡は,蒲 鉾式膨側高縁

を呈 し,素 円紐で紐座はな く,鏡 面はわずかに凸面

をな している。奈良時代に国内で踏み返 し鋳造 され

たもので,同 型鏡は舶載鏡 と考 えられる1面 を含め

て全国で11面 が知 られているが,鏡 面径が舶載鏡に

近いこと,文 様や縁の線が比較的明瞭なことなどか

ら踏み返しで も古い方に属するもので ある。 また,

2号 墓の人骨は,信 州大学の西沢寿晃氏によれば,

火葬骨で,頭 蓋骨 ・大腿骨等が認め られるとのこと

である。

本遺跡で確められた2基 の墓が,古 墳時代的な要

素 を残す横穴石室状の構造をもち,火 葬骨 を埋納し

ていたこと,さ らに2号 墓では唐式鏡 を伴っていた

ことは,当 地における奈良時代の墓制のあり方,被

葬者の性格 を考究する上で貴重な資料 を提供 したと

第5図 大久保B遺 跡出土瑞雲双鶯入花鏡(1:20) い え よ う 。 (百瀬久雄)
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大洞遺跡

おおぼら

2.大 洞 遺跡

本遺跡は岡谷市神明町にあ り,岡 谷市立神明小学校の西300m,塩 嶺山地の山麓部に位置 して

いる。遺跡は大 きく開析 された谷状地形の底部か ら斜面部に立地 し(第6図 下),畑 地及び山林で

あった。調査対象面積は2,910m2で,昭 和59年4月 下旬から9月 中旬 にかけて調査 した。

調査は層序 ・遺物包含層 とその分布状況 ・微地形等の概要を把握するため,ト レンチ調査か

ら行った。その結果,1層 耕作土,II層 明:黄褐色土,III層 黒色土,IV層 褐色土,V層 黒褐色土,

VI層 礫まじり明褐色粘質土 と続 き,褐 色土 と黒色土が互層になっている状況が確認 された。中

でもIV層 の褐色土は厚 く,そ の上半部 は赤色味が強いことからIVa層 とIVb層 に細分 した。遺物

はIVb層 を中心 に,北 側斜面及びその基部の トレンチか ら多量に出土 し,南 側斜面・谷底部の ト

レンチか らはほとんど出土 しなかった。そこで,北 側斜面 とその基部一帯を拡張し,グ リッ ド

を設定 して調査を行 った。

調査の結果,斜 面一帯を中心に縄文時代前期末か ら中期初頭の住居趾3軒,同 早期及び前期

末か ら中期初頭の土彊13基,前 期末か ら中期初頭 ととらえられる集石炉5基 ・黒曜石 ブロック

9か 所 ・焼土3か 所,平 安時代 と考 えられる石組墓状遺構1基 を発見した。また,斜 面基部か

ら巾13～15mあ る溝状地形 も検出した(第6図 上)。遺物はこれ らの遺構 に伴 うもののほか,VIb

層中か ら完形土器 をは じめ,土 器片,石 器,黒 曜石が多量に出土 している。その主体 となるも

のは3軒 の住居趾の時期の もので,他 時期の遺物はごくわずかである。

3軒 の住居趾は斜面上に構築 され,う ち2号 住(SB2)と3号 住(SB3)が 重な り,3号 住

の上に2号 住が構築 されていた。1号 住(第7図 上)は 南壁 を確認で きなかったが,隅 丸方形状

のプランを示す。中央に地床炉があり,焼 土・炭が見 られた。床面及び壁には径10cmほ どのピッ

トが多数発見され,上 屋構造を考える上で興味ある事実である。また,床 面密着の状態で発見

された土器群(第7図 中)は 前期末～中期初頭の様相 を示す好資料 といえる。3号 住は斜面に厚

さ30～40cmに 及ぶ埋土 して住居 を構築 してお り,斜 面での住居構築法の手がか りを得た。5基

の集石炉のうち4基 は斜面中央に位置し,人 頭大から拳大の礫がぎっしりとつまりいずれ も焼

けていた。石 を取 り除 くと壁に沿って焼土 ・炭が多量に認められ(第7図 下),用 途 を考 える上

で示唆を与 えて くれると考える。9か 所の黒曜石ブロックはいずれも屋外にあ り,原 石が集中

する従来のデポ,1m範 囲位に原石が点在するもの,チ ップが集中す るものの3種 類 を含む。こ

の他,黒 曜石原石の出土量が多く,峠 の麓の遺跡 として興味深い。

本遺跡の遺構 ・遺物の大半は予想に反して,谷 状地形の底部ではな く北側急斜面で検出した。

今後 こうした斜面に立地する遺跡に注意 していく必要がある。また,近 接する白山 ・西林遺跡

からも,縄 文時代前期末から中期初頭の遺構 ・遺物が発見されており,こ の期の塩嶺 山地山麓

部一帯の遺跡群 としての把握 と検討を要 しているといえる。(市 沢英利)
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SB一 住居 趾

SK一 土t

SH一 集石 炉

SK一 黒曜石 ブ ロ ック

SM一 墳墓

第6図 大 洞 遺 跡 全 体 図'(上)(1:480)及 び 地 形 図(下)(1:3,000)
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1.黒 色土

2.褐 色土(炭灰 を含む)

3.黄 褐色土

4.VI層 に当たる礫石混黄褐色土
1号 住居趾SB1(1:60)

1号 住居趾 出土土器(116,2～3'ユ3)

2号 集石 炉SH2(1:60)

第7図 大洞遺跡1号 住居趾(上)と 出土土器(中)及 び2号 集石炉(下)
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くだ ばや し

3.下 り林 遺跡

本遺跡は岡谷市山手町二丁目に所在する。林道 をはさんで岡谷小学校がある。遺跡は塩嶺山

地よりのびた舌状尾根の東南よりの頂上から斜面にかけて,南 北約100m,東 西約70mの 範囲に

わたる(海 抜860～880m前 後)。戸沢充則氏の報告 〔戸沢1950・1952・1973〕 によって古 くより注

目されてお り,近 年 また茅山下層式並行 としての仮称 「下 り林」の提案 〔長崎1984〕 がなされ

るなど著名 な遺跡である。

調査地点は遺跡の東南端の急斜面にあた り,林 道 を工事用の道路 として一部拡幅す るため昭

和57年12月 上旬立・合い調査=をし,58年7月 中旬か ら8月 中旬の間に350m2を 対象に発掘調査 を

行った。層序は1層 表土(腐 植土),II暗 褐色土,III層 黒褐色土,IV層 極暗赤褐色土,V層 黒色

土,VI層 褐色土,VII層 礫まじり明褐色粘質土 となっている。

遺物はIIお よびIII層より土師器 ・灰粕陶器が,IV層 からは縄文時代晩期か ら水神平式の影響

を受けた と思われる弥生時代中期初頭の遺物(第9図32)が 出土 している。V層 からは縄文時代

中期の:藤内期(27～31)や 前期末 ～中期初頭の遺物,さ らに早期の遺物 も出土 している。VI層 か

らは早期の遺物が中心 となって出土 している。

遺構は住居趾1軒 と土墳1基 を検出 した。住居趾は用地外 に主体をもつため一部 を確認でき

たにす ぎないが,ロ クロ調整の土師器杯(33)を 伴 う平安時代のものである。土墳はV層 下部で

検出されてお り,出 土遺物から縄文時代早期のもの と思われる。

遺物の量が もっとも多いのは早期の土器である。押型文土器には格子 目,山 形,楕 円文がみ

られる。格子目文(1～6)に は施文後,帯 状にす りけしたかのような無文部 をもつもの(3・

5)も み られる。山形文(7～10)は 帯状施文のものが多い。楕円文(11,12)は4点 出土 した

にす ぎないが,帯 状に施文 した問に沈線を施す土器(11)が 注 目される。縄文 を地文 とする土器

(13～18)に は,表 裏縄文(13)も みられるほか,茅 山下層式 とみられる土器(16)も ある。14は 縄

文を帯状 に施文す る。刺突を文様構成の主体にする土器(19～21)の 存在 も注 目される。無文土

器や条痕 を地文 とす る土器(25・26)の 出土

も多い。 また野島式(22～24)や 鵜 ケ島台式,

粕 畑式(27)な ど もある。

石器 は剥 片等(3,500点)を 含め ると4,000

点 ほ どに な る。石11(130点)が 多い反面,ス

'クレイパー(3点) ,石 匙(4点)の 出土は少ない。

またV[層 最 下部 で有溝砥 石が 出土 して いる

(第8図)。(小 柳i義男) 第8図 下り林遺跡出土有溝砥石(2
'3)
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下 り林遺跡

第9図 下 り 林 遺 跡 出 土 土 器(1～27は1:3,28～33は1: .4)
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長野県埋蔵文化財センター年報1

にしばやし

4.西 林A遺 跡

本遺跡は岡谷市神明町一丁目に所在する。南東150mに は岡谷市営球場がある。付近一帯は塩

嶺山地よりのびた東斜面の侵食平担面 にあたり,海抜は870m前 後である。諏訪湖 とは110mほ ど

の比高があり一帯は山林であった。遺跡は南方にのびた尾根の南西斜面中腹に位置する第1地

点と,尾 根 をはさんだ東斜面の緩傾斜部 に位置する第2地 点がある。西林A遺 跡 を含む一帯は

『岡谷市史上』〔戸沢1973〕 では,「西林遺跡」として紹介されてお り,「(市営)球 場の工事中か

な り多数の黒耀石片が散布 していた」 ことを記 している。

第1地 点は昭和57年10月 初旬より12月 中旬 までの間,4,000m2を 調査対象 として発掘調査 を

行 った。層序は1層 表土(腐 植土),II層 黄褐色砂質土,III層 黒色土,IV層 茶褐色土,V層 黒褐

色土,VI層 礫 まじり黄色粘質土 となっている。 これらの広が りは斜面のへ りなどで部分的にII

～V層 が流出しているなど必ず しも一様ではなかった。

遺物で もっとも多いのはIV層 及びV層 から出土している諸磯b,同c式 土器である。 この他

には楕円押型文土器,五 領ケ台式土器,須 恵器,灰 粕陶器,土 師器及び石鍛,打 製石斧 などの

石器類が出土している。

遺構は住居趾1軒 と土墳11基 を検出した。住居趾はほぼ円形(480cm×530cm)で ある。傾斜

地に構築 されているため,VI層 を掘 り込んでいる北東側の検出は容易であったが南西側では不

明瞭であった。壁高は北東側で80cmあ る。南西側では}部 確認できたのみであるが10cmほ ど

であるO床 面は炉の周辺及び北東側では堅 く明確に検出で きた。柱穴と思われるピッ トは9か

所 あるが,小 さなものが多い。炉は地床炉でほぼ中軸線にそい,住 居趾の南寄 りに位置 してい

る。なお床面にあった炭化材の放射性炭素年代測定 を学習院大学木越研究室に依頼 した ところ

B.P.5,040±140と いう結果を得ている。住居趾から出土 した土器片は39点 あ り,諸 磯c式 新段

階に属する(第10図1～7)。 石器は石鍛3,ス クレイパー1,石 錐1,凹 石2,石 皿1な どが出

土している。この うち石皿 と凹石1点 は主柱穴 と思われるピッ ト内よ り検出された。

11基の土墳は検出層位から縄文時代前期のものが多いと思われる。これらは形態や規模など

からいくつかのグループに分かれそうである。正確な時期 を決定する資料は少ないが,4・5

号土墳よ り出土した土器片は諸磯b式 新段階のものである。

第2地 点は昭和58年9月 初旬～10月 中旬 までの間,1,720m2を 対象に発掘調査 を行った。層

序は第1地 点 と共通 している。遺物は総数2,000点 ほどである。III層および1V層 上面か ら出土 し

ている弥生時代中期初頭の土器が小片なが ら600点 ほどあ りもっとも多い(第10図8～18)。 県内

ではこの時期の遺跡が少ないので貴重な資料 となるもの と思われる。また,同 層からは石鍛,

打製石斧などの石器類1も出土 している。このほか諸磯b・ 同c式 土器・五領ケ台式土器 称名

寺式土器などがある。
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西林A遺 跡

遺構は9基 の土墳鹸 出した・検 出層位などか蘭 基は弥生獣 中期初頭に・佃 ま縄文時代

前期=に属す るもの と思われる。このほかIII層中に90cm×60cm侭 どに広がる規土がみ られた。'

この広が りの南端には,径20cmほ どゐ上面が平 らな焼石が存在 し,こ れ らを囲むよ'うに遺物の

分布がみら紅,周 辺から検出された打製石斧(第10図19～22)や1そ の接合関係などか ら製作趾の

可能性 もある。 ・ ・'(小 柳義男)

第10図 西 林A遺 跡 出 土 遺 物(1～71号 住居舞,.8～18第2地 点,19～22第2地 点)
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長野県埋蔵文化財センター年報1

ぜんだな

5.膳 棚B遺 跡 ・

本遺跡は岡谷市今井地籍にあ り,十 五社神社の北西約250mに 位置 している。塚間川によって

形成された扇状地上に立地 し,北東側の中島A遺 跡 との間には低地がある。標高は825m～829m

で調査以前は水 田であった。調査対象面積は7,250m2で,昭 和58年4月 下旬より10月下旬にか

けて発掘調査 を行った。

調査範 囲全体 に5本 の トレンチを入れ,層 序 ・遺物包含層 とその分布状況 を把握 した。遺跡

内は砂礫の堆積が多く,湧 水があったため調査は難行 したが,基 本層序は,1層 耕作土,II層

砂礫層,III層 黒色土,IV層 砂層,V層 黒色土,VI層 砂礫層,VII層 粘土層,Vm層 砂礫層 ととらえ

られた。遺物包含層はIII層とV層 で,南 東に分布する状況が確認されたため,こ の一帯 を拡張

し精査 した。

その結果検出された遺構は,縄 文時代早期末の住居趾1軒 ・土橿9基 ・集石遺構1基 ・同晩

期の土橿2基 で,こ のほか旧河川4本,最 近の ものと考 えられる暗渠・旧水田を検出 している。

1号 住居趾(第11図 上)はIV層 上面で検出され,IV層 を掘 り込み,III層 を覆土としていた。プラ

ンは4・7m×4・6mの ほぼ方形 を呈 し,壁 高は10cm～16cmと 浅 いものである。床は軟弱であり炉

らしきものは確認 されなかった。柱穴は住居外 に1本 検出されたのみである。そのほか住居の

施設 としては,住 居内北東壁中央に1m×0.6mの 楕円形ピットがあり,深 さ10cm程 で中から拳

大の礫 と,土 器(第11図3),石 皿(14・15)が 出土した。住居内から出土している遺物は,絡 条

体圧痕文が顕著な土器(1・2・4・5・6),条 痕文が施 された土器(8),撚 糸文のある土器

(7),'東 海系の土器(9)と 黒曜石製の小型石器(10・11・12・13)等 である。

遺物包含層であるIII層・V層は砂層(IV層)を 問層としているが,両 層から出土 している土器

は,共 に絡条体圧痕文 を有する土器片,無 文土器,条 痕文土器等 と,薄 手の東海系土器 も混在

している。これらの土器群 と共伴 して縄文時代早期 と思われ る集石遺構か ら出土 した2個 の映

状耳飾 りも注 目される。

そのほか,出 土 した遺物の中に木札がある。大 きさは140mm×31mm×3mmで 縦に長 く,墨で

L三 二」 と書かれていた。両側辺は削 られ,上部は切断されているが,下 部は折れている。奈

良国立文化財研究所の鬼頭清明氏の御教示によると,平 安時代か ら鎌倉時代,あ るいはそれよ

り若干新 しいものではないかとのことである。

本遺跡の1号 住居趾は,数 少ない縄文時代早期末の貴重なものである。 また包含層から出土

した土器群も,絡 条体圧痕文 を施すものが多く,縄 文時代早期末の土器様相 を知 る上で好資料

となるものである。今後他遺跡の出土資料 と比較 しながら,検 討していく必要がある。

(鈴木道穂)
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第11図 膳 棚B遺 跡1号 住 居 趾(上)(1:80)と 出 土 遺 物(下)(1～3・14・1516,4～131:3)「
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長野県埋蔵文化財センター年報1

ぜんだな

6.膳 棚B(白 山)遺 跡

本遺跡は,岡 谷市今井地i籍にある。神明町十五社神社の北西約300m,塩 嶺 山地 より東側へ張

り出したやせ尾根あ一一つに立地 し,尾 根上の小丘には秋葉社がまつられていた。調査対象面積

は1,280m2で,昭 和59年8月 下旬から10月上旬にかけて発掘調査 を行 った(第12図上)。

基本的な層序は1
.上 鯨 り1層 表土・・皿層暗褐色土・III層黒色七IV層 灰褐色七V層 明褐

色土,VI層 黒褐色ヰ,VII層 ロ.__._層である。尾根の頂部付近では,1層 下がす ぐにVII層となっ

てII～VI層 を欠除するが,南 斜面底部付近ではII～VI層 が発達 し,特 にII層 から縄文中期を主

に早期 ・晩期の土器片が出土 した。検 串された遺構は1縄 文 中期初頭の住居趾1軒,土f9基,

奈良 ・平安時代の石組み墓1基 である。,

住居趾は,尾根の南斜面の頂部付近 に位置 し,径3m弱 のほぼ円形を呈する小型の ものである

(第12図中右)。壁は斜面頂部側で高 く,鷹 部側では確認できない。柱穴は9か 所確認でき,P、,

P7,P8が 主柱穴 と考えられる。なおP、は住居趾中央に向かって斜方向に穿たれていた1炉 は中

央よ りやや南側に位置 し,長 軸が南北方向を向 く楕円形を呈する。周囲に抜石痕が見 られ,焼

土は南半 に集中す る・炉内よ り縄文中朝初頭の小型深鉢が炉面に密着 した状態で検出された。

住居趾内の内部施設として,板 状で二等辺三角形 をした輝石安山岩が,北 西壁際に立てかけら

れた状態で検 出され,そ の形状,検 出状況か ら,立 石 と考えられる。立石 を伴 う住居 としては

最古の部類 に属す ると思われ,立 石祭祀の初源的な形態を考える上で貴重な資料 といえる。他

に住居趾内か ら黒曜石の剥片 ・屑片が多量に検 出されている。

石組み墓は,南 斜面の底部付近,南 方へ開放 した小規模な谷 口に位置する(第12図 下)。内寸

60×40cmほ どで,人 頭大の輝石安山岩の亜円礫 を組み合わせてお り,床 石,天 井石'も確認され

た。石組みは,ほ ぼ正確 に南に向けて開口してお り,そ の南方には諏訪湖を臨むことができる。

東,北,西 を尾根に囲まれ,,南 に水景を有す ることか ら風水思想による占地 〔斉藤1976・ 水野

1984〕 がなされた と考えられ,造 営年代を奈良時代 と限定できるか も知れない。 また,そ れぞ

れの石 には赤 ～暗褐色の水酸化鉄の付着が確認でき,特 に開口部,奥 壁,床 石,天 井石 は水酸

化鉄がかな り強 く付着 していた。遺跡近辺 には同様の石は存在せず,尾 根端部 を迂回 して約400

m北 方の水酸化鉄が豊富に湧出する琢間川河岸から搬入 したものと思われる。なおy石 組み内部

から火葬にふ された人骨片(信 州大学医学部 西沢寿晃氏の御教示による)が 検出されたが,副 葬

品および遺構に伴 う遺物は全 く見 られなかった。

その他,縄 文早期 ・中期 ・晩期の土器片が南斜面上の谷部に集中 して検出されてお り,接 合

関係 より,斜 面上方からの流れ込み と考えられる。

本遺跡のように,従 来ほとんど省み られることのなかった小規模なやせ尾根上での存在は,

遺跡の立地を考える上で重要な資料 を提供 した といえる。(小 口 徹)
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膳棚B(白 山)遺跡

第12図 膳 棚B(白 山)遺 跡 全 体 図(上)(1:250)・1号 住 居 趾(中 左)(1:60)と 出 土 遺 物(中 右)(1二

6)・ 石 室 状 石 組 み(下)(1:30)
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長野県埋蔵文化財センター年報1

なかじま

7.中 島A遺 跡

岡谷市今井地籍に所在する。塩嶺山地の一河川である塚 間川によって南東方向に広 く開析 さ

れた扇状地に立地す る。標高は825m前 後で,諏 訪湖 との比高差60m,諏 訪湖及び八ケ岳の山並

が一一望できる。塚間川の右岸が遺跡で調査対象面積は約10,000m2で あった。この遺跡地形 をよ

り微視的にみると,塚 間川寄 りの地域はやや高 く,そ の南西側は低 くなっていた。当初 からこ

うした地形のできた要因と地形の高低が影響する遺跡のあり方に注 目したが,結 果的には(後述

する)断 層によってできた低地 と,残 った小丘であった。仮 りに,そ の高燥地 をa・b地 点,低

地部 をc地 点 としてお きたい(第13図上)。なお調査以前,付 近一帯は水田及び畑地 として利用さ

れていた。調査は昭和57年 から59年 にかけての3か 年にわたって行われた。層序に関 しては面

積が広いため必ず しも各地点一様 とはいえないが,今 回は中で も最 も遺物量の豊富であったc

地点に代表 させ ることにし後述 したい。

調査は,高 燥地であるa地 点 より開始 した。a地 点は,ご く上層に性格不明の段状遺構2基

と,そ の下層に土彊11基 が検出されている。いずれ も遺構内に包含 された遺物は皆無に等しく,

時期の詳細については不明である。全体 として遺物は中近世の ものをは じめ として縄文時代晩

期氷式土器片を中心に,黒 曜石ブレイク,打 製石斧,石 鍛,平 安時代の土器片等が発見 された。

しかし,そ の出土量は少ない。当初の予想では,こ の部分 に生活跡の存在が期待 されたが,そ

れ を積極的に裏付 ける痕跡は得 られなかった。b地 点では南北,東 西に トレンチを入れてみた

が遺物の出土はほ とん どな く,遺 跡の東側の限界を想定することができた。

低地部であるc地 点は東縁 に南々東から北々西に伸びる断層が認められた。 この断層は地震

予知連絡会 〔東郷他1984〕 の調査によって,15,000年 ～3,000年 前の間に大小数回の地震のあっ

たことが確認され,こ れに起因するものであった。こうして約15m×60mの 範囲で地盤沈下が

起 り,こ こに塚間川の伏流がたまったものであろうか,湿 地性の土壌が形成 されることになっ

た。 したがって多 くの植物遺体 も残 り易い環境 を生んだのである。層序は,1・II層 現耕作土

層,旧 表土層,III層 黒色土層,IV層 泥炭質粘性土層,V層 粘土質層,VI層 砂礫層となる(第13図

下)。 さらにIV層 は植物遺体の含有量等により3層 に分層され,そ れぞれをIVa,IVb,IVc層 と

した。 この うち,IV層 及びV層 が主たる遺物包含層である。

V層 は縄文時代前期末,中 期後半,後 期前半期の層である。遺物量は非常に少なく,点 的に

散布する形で出土した。各期 とも1点 ぐらいずつ完形に近い土器が単独で出土する現象が認め

られ注目される。

Nc層 は植物遺体 と砂の混 じる層である。縄文時代晩期氷1式,弥 生時代中期初頭庄ノ畑式期

に相当する(第14図4～5)。 遺物は該期の多量の土・器をはじめ打製石斧,石 鍛 も多 く,数 点の土

偶(8)・装身具 もみ られた。 これらの遺物は東側の断層線に沿 うように大 きく4か 所に集中して
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中島A遺 跡
'

お り,そ れぞれをブロックとして認識した。なおこうした.湿地において唯一本層中より庄ノ畑

式土器 を埋設 した石組み遺構が検出された。長方形の平石 を2方 に囲い,中 に土器を埋設 し,

そこに焼土が存在する上,石 ぶたをしてあるといった状態であった。

置

第13図 中島A遺 跡発掘区域図(上)(1:1,500)と 層序模式図(下)
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第14図 中 島A遺 跡 出 土 遺 物(1～71:4,81:2)

恥 層はほとんど泥砂 を含 まない植物遺体のみによって構成 されている。15～20cmと 薄い層

であ り,か な り短期的に形成 されたものと思われる。

Na層 は植物遺体 を含む湿性黒色土層である。遺物は奈良 ・平安時代及びそれ以後の もので

あったが,集 中せず散在 していた。

当遺跡の特徴の一つ ともなった植物遺体の検出は,当 地方では非常に珍 しく,そ の検出と取

り上げには多 くの注意を払った・特に加工痕のある植物遺体に期待 をかけたが皆無 に等 しかっ

た。わずかに,鋭 利な刃物で切 りお とされたと考えられる枝等が確認されたにとどまる。こう

した状況があるいは遺跡の性格 を考える上での一つの示唆を与えるものともいえようか。

本遺跡は高燥陸地部であるa地 点 と湿性低地部であるc地 点 という2つ の対象的な 「場」に

よって構成されていることが確認された。 しかし,各 々の場が果 していかなる働 きをもってい

たのか不明な点は多い。低地部 に残された大量の遺物を使 っていた人々の居住区域 を,土 堤の

検出しかみ られなかったa地 点と結びつけに くいことも確かである。いずれにしろ活動の痕跡

を残した当遺跡の性格を与えるものは,そ の地形的要因とも合 わせ重要な課題であると考 える,

同時に,縄 文時代晩期末～弥生時代中期の大量かつ良好な土器は好資料 となろう。

(三上徹也)
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中島B遺 跡

なか じま

8.中 島B遺 跡

岡谷市今井地籍 にある。塩嶺山地から流れる塚間川が形成した扇状地上の島状微高地に立地

している。この付近一帯は国道20号 線下に広がる水田で,微 高地上の水田からは今までに縄文

時代 と弥生時代 の土器片が採集 されてお り,老 の頃の遺跡であると考 えられていた 〔戸沢

1973〕。調査は昭和57年 度 と59年度に行い,57年 度は3,690m2を 対象 に5月 下旬～12月 中旬まで

微高地上を,59年 度は1,590m2を 対象に4月 下旬～8月 上旬まで微高地に続 く南側隣接区域 と

東側隣接区域 をそれぞれ調査 した。

微高地上では,ト レンチにより層序を1～VII層 とした。1層 耕作土,II層 水 田造成時の盛土,

III層黒色土,IV層 旧流路の礫,V層 砂質灰褐色土,VI層 軟らかい火山灰質河成層,VII層 鉄分を

多く含み硬い火山灰質河成層である。 また,東 側隣接区域では微高地上のII,III層 を欠き,1

層,IV～V【1層 となっている。 これらのうち,VI層 は地質学的所見(信州大学酒井潤一氏御教示)に

よれば,塩 嶺累層と火山灰からなる再堆積層であり,時 間差をもちつつ も一連の洪水又は泥流,

土石流によって形成されている。具体的には,VI層 の中で も旧地表面の部分 と礫をほ とんど含

まない部分,礫 をほ とんど含 まず砂質の部分,礫 を多量に含み酸化鉄の沈澱が顕著な部分 に分

かれる。そこで,VI層 はさらに最上位,上 位,中 位,下 位 に細分 した(第15図)。

1～VII層 のうち,III層 では縄文時代晩期土器片 を主体 として,同 前期及び後期土器片,石 鍛,

古墳時代土師器片,施 粕陶器片等が出土した。 しかし,こ れ らは混在 した出土状況であった。

また,V層 上面では土彊が30基 余 り検出されたが伴出遺物はみられず,時 期は不明である。さ

らに,VI層 上位下半～VII層にかけては亜角(円)礫 を多量に含み,そ の礫間でポイン トやスクレ ー

イパー,石 斧,ポ イン ト・ブレイク,チ ップなどか らなるブロック(遺 物集中地点)が2か 所検

出された(第16図)。

ブロック1は 昭和57年 度発掘区域南端で検出され,約15m×12mの 広が りをもつ。これはVI層

の うち,上 位下半の礫密集か所 とかな り重複する。出土遺物は5,000点 以上あるが,石 器は黒曜

石のポイント,ス クレイパー,凝 灰岩の石斧など20点余 り(第18図1～6)で,大 半はポイン ト・

ブレイクやチ ップである。また石器にしても未成品や破損品が多 く,完 形品は数点にす ぎない。

一方
,石 材は黒曜石が最 も多く,次 いで凝灰岩,頁 岩,チ ャー トである。このうち,凝 灰岩の

場合は,VI層 上位下半の礫上面か ら礫間にかけて,直 径4m程 の範囲に長 さ5cm前 後のブレイ

クが30点 余 り出土 してお り,幼 児頭大の同一母岩に復元で きる。

以上から,こ のブロックは石器製作の

場であった可能性が強い。

なお,ブ ロック1に 東接 してもう1つ

のブロックを独立させることも考えられ 第15図 中島B遺 跡層序模式図

一21一



長野県埋蔵文化財センター年報1

第16図 中島B遺 跡VI層下位礫分布状況,VI層 上位～下位ブロック範囲(57年 度発掘区域)

る(第16図)。 この場所はちょうどVI層 以下が微高地から緩やかな斜面へ と続 く傾斜変換点に当

たる。遺物が集中的に出土するのはやは りVI層上位～下位 にかけてであるが,広 が りや内容 に

ついては今後明らかにしていきたい。ただ,こ の場所のVI層 最上位では隆起線文土器片が出土

している(第17図2・3)。 これは30片程が約60cm四 方の範囲に散在 していた。 口縁部破片が2

点あり,口 唇部に刻み目をもち,一 ・条の隆起線にも同様な刻み 目をもつ。出土層位の放射性炭

素年代測定値(テ レダイン社)は12,460±310年 であった。仮 りに同層位出土の石器類がブロック

1の 石器類 と時間的に同 じもの,あ るいはごく近いものであるとすれば,ブ ロック1の ポイン

ト,ス クレイパニ等の石器類の時間的位置 を考 える上で大 きな手がか りとなるだろう。

ブロック2は 昭和57年 度発掘区域北端のVI層 下位で検 出され,約3m×5mの 広が りをもっ。

ブロック1と は約15m離 れている。遺物は50点余 りで,頁 岩のポイン ト(第18図7～9)が5点

あり,ブ レイク,チ ップは少ない。性格については今の ところ不明である。

このほか,ブ ロック1の やや北側のV層 とVI層最上位 との間で微隆起線文土器片(第17図1)

が出土 しているが,ブ ロックや隆起線文土器片 と合わせ,今 後考察 していきたい。

以上,2つ のブロックを中心に述べたが,各 ブロックの細かな内容やブロック相互の関係,

石器製作技術 なども,細 分 した層序の検討を通 して今後の課題 としたい。(関'賢 司)

第17図 中 島B遺 跡 出 土 土 器(ア ミ部分は剥落痕)(1:3)
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中島B遺 跡

第18図 中 島B遺 跡 出 土 石 器(1～6vI層 上位・7～9vI層 下位)(1二1・5)
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やながい と

9.柳 海途遺跡

本遺跡は岡谷市今井地籍 にあって,塩 嶺山地の麓に形成された崖錐性の東向き急斜面か ら塚

間川扇状地にかけて 占地 している。今回の調査は,遺 跡の大部分にあたる国道20号 線から下の

宅地,畑,水 田,荒 地など15,030m2を 対象に,昭 和58年5月 上旬から11月 中旬 まで行 った。

東向き急斜面では,基 本的な層序は トレンチ発掘によって1層 耕作土及び盛土,II層 黒色土,

III層礫混 り褐色土,IV層 礫混 り黄褐色土,V層 砂礫(塩 嶺累層)と とらえられた。このうちII・

III層は,田 畑や宅地の造成に伴って削平 され,欠 けるところが多い。遺物は,縄 文 ・古墳 ・奈

良 ・平安時代の土器 ・石器が1～III層 より出土 している。 しかし,時 期的に混在がみ られるこ

と,磨 耗 していることか ら流れ込み遺物 と考えられる。遺構は検出されていない。

扇状地面の基本的層序は,1層 耕作土及び盛土,II層 砂礫(旧 河道),III層 黒色土,IV層 漸移

吉ロー 嶺累層)で ある。 この うちIII～V層 は,西 側で

は旧河道に侵食されて欠落 し,東 側にのみ残

存 した。遺物包含層はIII層で,縄 文 時代早期

及び晩期の土器が出土 している。遺構は,III

～V層 の残 る東側部分で土墳が1基(第12図

上)V層 上面に検出された。平面形が4.2×2

mの 長楕円形を呈する。壁はなだ らかに立ち

上が り,底 部は凹凸が激 しくて軟らかい。深

さは最大で も0.6mと 浅いが,水 田造成によっ

1.黒 褐色土2.ロ ー ム混 り黒褐色 土3 .ロ ーム

第19図 柳 海 途 遺 跡 土 墳(上)(1:80)と 土 墳

出 土 土 器(下)(1:4,1:3)

て上部 を削平されているので本来の深 さでは

ない。検出面で焼土が認められ,覆 土上層か

らは縄文時代晩期の土器片(第19図 下)が,ま

た板状の炭化材(10×6×0.5cm)が 出土 して

いる。

調査前には集落遺跡 と予想 されていたが,

調査の結果は土墳が1基 検出されただけであ

り住居趾は発見されなかった。崖錐性あるい

は旧河道 といった地形的要因か らみて,集 落

を営むには適さなかったようである。なお,

土fは,同 時期の遺物が多数出土 している中

島A遺 跡を眼下に臨む位置にあり,中島A遺 跡

につなが りをもつ ものであろう。(唐木孝雄)
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膳棚A遺 跡

ぜんだな

10.膳 棚A遺 跡

岡谷市今井地籍にある。中央 自動車道本線にかかる県の宅地部分の代替地 にあ り,昭 和57年

7月 中旬に300m2を 対象に発掘調査 を行った。これは,本 調査 に先立ち,遺 跡の内容 を把握す る

ための確認調査である。塩嶺 山地から張 り出した小尾根末端の急斜面で,調 査前は りんご畑で

あった。今までに縄文時代土器片が採集されている 〔戸沢1973〕。

地形に沿って幅1mの トレンチを計11か 所入れ,層 序 を1層 表土,II層 軟 らかい黒色土,III層

堅 くしまった黄褐色土 とした。しか し,こ れ らはいずれ も遺物包含層 とは認め られず,北 西部

の沢からの押 し出しによって形成されたものである。

遺物 として縄文時代 中期土器片,同 後期土器片,土 師器片など計10点 が出土したが,す べて

1層 の ものである。

この場所は度重なる土砂の押 し出 しがあることか らみて,生 活の場所 としてはあまり適 さな

かったようであり,本 調査 には至 らなかった。(関 賢司)

第20図 膳 棚A遺 跡 ト レ ン チ 配 置 図(1:1,500)
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岡谷市内遺跡周辺の地形と地質

本調査は,中 央 自動車道長野線建設に伴 う岡谷地区埋蔵文化財緊急発掘調査の一環 とし

て,岡 谷市の地形,地 質 と遺跡との関連 を明らかにす る目的で行われたものである。調査

は昭和58年4月 から11月 までに約35日 間行 った。

岡谷市は諏訪盆地の西北に位置し,横 河川,塚 間川などのつ くる複合扇状地の上に発達

する。北方 と西方は山地で限られるが,特 に西方は,糸 魚川一静岡構造線の一部 と考えら

れる明瞭な断層地形 によって境 される。これらの山地は,洪 積世前期の塩嶺累層よりなる。

市街地及び山麓に発達する扇状地は,ロ ーム層の被覆状態や各地形間の高度差によって

古い方から,上 の原,今 井,長 地,沖 積の4つ の地形面に区分 される。各地形面の分布等

は,第22図 に示 した。

中央 自動車道にかかって,大 久保B,下 り林,西 林A,大 洞,白 山,膳 棚A・B,中 島

A・B,柳 海途の10遺 跡が存在する。これらは,周 辺の地形,地 質によって2つ のグル.___

プに分けられる。1つ は,大 久保Bか ら,膳 棚Aま での遺跡である。 このグループは,急

斜面や尾根上にあ り,土 層 も下位 より,塩 嶺累層,'Q`一一ム層,有 機質土壌(ロ ーム層を母材

とする),表 土の順 となっている。

もう1つ のグループは,膳 棚Bか ら柳海途までの遺跡である。これ らは,塚 間川のつ く

る扇状地 とその周辺に分布する(第21図)。 このうち,最 も古い中島B遺 跡は,約18,000年

前 に山麓 より押 しだした崖錐性堆積物のつ くる小丘上にある。 これは,ロ ームと砂礫がま

じりあつたもので,長 地面の形成期 と同時期である。

中島A,棚B遺 跡は・断肩によってできたくぼ地

に堆積 した砂礫層及び泥炭層の上に立地している。

この断層は,上 記の崖錐性堆積物を切 って発生 して

お り,法政大学の東郷正美助教…授らにより,約15,000

年前か ら,2,000年 前にかけて,5回 活動 したことが 、

明らかにされ,ている。柳海途遺跡は,中 島A,膳 棚

B遺 跡より連続する扇状地 と,再 堆積ロームと,砂

礫のまじった崖錐性堆積物におおわれる西側の山麓

斜面上にある。

以上,各 遺跡周辺の地形,地 質 を概観 したが,今

後は,工 事によってで きる新 しい露頭の観察などを
1.膳 棚A遺 跡2.膳 棚B遺 跡3.中 島A遺 跡

交 え,資 料 の 蓄 積 を は か り た い と 思 っ て い る 。4.柳 海途遺跡5.暢B遺 跡

'(小 松 宏 昭)第21図 遺 跡 周 辺
の 地 形 区 分 図(1:10,000)
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第22図 岡 谷 市 周 辺 の 地 形 区 分 図(1:30,000)
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あお き ざわひがし

11.青 木 沢 東 遺 跡

本遺跡は塩尻市東山地籍に所在する。塩嶺山地に源 を発 し西流する田川の左岸より押 し出し

た砂礫が形成する扇状地状西向斜面の中腹に立地 し,南 側 には小 さな沢が田川に向かって流れ

こんでいる。標高はおよそ885mで ある。工事開始直後の昭和59年8月,表 土削平後に遺物が発

見 され,新 たに調査対象に加 えられた遺跡である。調査対象面積は84m2。10月 上旬か ら下旬ま

で2週 間にわたって全面発掘調査 を行 ったが,調 査時には,工 事の進行 によ り周辺は原地形の

復原が不可能なほどに削 りとられていた。

基本的な層序は,1層 表土(すでに削平され,な い),II層 暗褐色土,III層 黒褐色土,IV層 礫 を

多量に含む黒褐色土,V層 暗黄褐色砂礫,VI層 黄褐色砂礫である。

検出された遺構は,方 形竪穴状遺;構と土墳各1基 であった。方形竪穴状遺構は,3m×3.5m

の方形を呈 し平 らに整地 された床面 をもつ ものの,柱 穴 も炉あるいはカマ ドもみとめられない

遺構である。III層上面に検 出され,III・IV層 を掘 りこみ床面はV層 である。壁の高 さは最大で

0.4m,北 壁 と東壁のみ残存する。覆土は,床 面上にボロボロした灰黒褐色土(炭 混 り)が 東に

厚 く西に薄 く堆積 してお り,そ の上にわずかにII層(炭 混り)が のっている。遺構内の遺物は,

磨滅 した土器小片2点 と黒曜石チップ3点 である。土墳はIV層上面に検出され,IV層 を掘 り込

んでいる。0.6m×0.8mの 不整楕円形を呈 し,深 さは0.3mで ある。覆土は,底 に接 してボロボ

ロした黒褐色土が入 り,そ の上に暗黒褐色砂質土がのっている。遺物はなかった。いずれ もそ

の時期や性格については決め手 となる資料 を欠 き,不 明である。

遺物は,II層 から縄文時代晩期の土器片(第23図2)な どが数点出土 している。調査前(重 機

による表土剥ぎ後)の 採集遺物 とともに流れこみによるものと思われる。

なお,沢 をはさんだ南側の斜面の水田造成時に土器の出土が知 られることから,本 遺跡は,

更に南側 に広が りをもつ遺跡の一部であると考えられよう。(金 原 正)

第23図 青 木沢東遺跡出土遺物(1～41:352・3)
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青木沢遺跡

あお き ざわ

12.青 木 沢 遺 跡

本遺跡は塩尻市東山地籍に所在する。塩嶺山地より西流する田川によって開析された谷地形

の 日当た りの良い南斜面に位置 し,標 高約880mで 水 田,畑 地 として利用されていた。調査対象

面積は380m2で 昭和59年5月 お よび7月 の2か 月間発掘調査 を行った。

基本的な層序は1層 水 田耕土 ・盛土(Ia),水 田造成以前の旧表土(Ib),II層 黒色土,III層

黄褐色土(ロ ーム質砂礫土)で ある。またII層 中には帯状に多量の細～巨礫が包含されている部

分があり,遺 跡背景後の尾根から押 し出しがあったと推測される。

遺物はIa層,II層 より出土したが,両 層の識別が困難であった。縄文時代早期の繊維を含有

する土器片,同 前期の半裁竹管文を有す る土器片が少量のほか,石 器や黒曜石片が多数出土 し

た。なお石器はポイン ト,石 鍛,打 製石斧等である。

検出された遺構は,長 方形の竪穴遺構1基 のみである(第24図)。II層 上面で検出され,II層 か

らIII層にかけて掘 り込まれていた。長さ3.5m,幅1.6m,深 さ0.2mの 東西方向に長い隅丸長方

形で,北 側に張 り出し部 をもっている。床面には長軸にそって幅30cmの 浅い掘 り込みがあり,

東端部では幅 と深 さを増 し,東 壁外の張 り出し部 に続いている。また,床 面には径20cm,深 さ

10～30cmの ピッ トが蘭隔をおいて設けられ,斜 めに掘 り込まれているものもある。床および壁

についてみると,そ の東半分では焼けて固くなっているところがあり,主 として床の掘 り込み

にそって認められた。また多量の木炭が含まれてお り,そ のほとんどが東半分 に存在 した。

なお遺物は木炭以外には何 も検出されず,遺 構の時期,性 格等 を明 らかにす ることはできな

かった。(遠 山芳彦)

第24図 青木沢遺跡竪穴遺構1(1:60)
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はち くぼ

13.八 窪 遺 跡

本遺跡は,塩 尻市柿沢地籍にあ り,塩 嶺 山地の西斜面で,み どり湖の東250m,西 流する田川

と田川に注 ぐ小河川によって開析 された尾根の先端近 くの平担部に立地する。調査対象面積は

5,060m2で,昭 和59年6月 及び8月 から11月下旬にかけて発掘調査 を行 った。

土層は1層 表土 ・耕土,II層 黒色土,III層 黒褐色土,IV層 黒色土,V層 黒褐色土,VI層 褐色

土(ロ ーム質土)で,II層 からは平安時代,III層 は縄文時代 中期 ・後期 と古:墳時代,IV層 は縄文

時代 中期 ・後期,V層 は同早期 ・前期の遺物が主に出土 した。

検 出された遺構は,竪 穴住居趾3軒(縄 文時代早期2軒,「平安時代1軒),土 墳16基,古 墳:時代

の焼土を伴 う土橿状遺構1基,時 期不明で木炭が多量に含 まれる竪穴遺構2基 等がある。

縄文時代早期押型文期の住居趾は,第2号 住居趾 と第3号 住居趾の2軒 検出され,い ずれ も

尾根上に高まった部分の北斜面上部に位置 し,V層 中か らVI層 に掘 り込んでいた。第2号 住居

趾は5.5×4.5mの 不整円形 を呈 し,そのプランは斜面下位の北側で不明瞭であった。屋 内施設と

して南か ら西の壁及び壁際にピットが2基,南 壁近 くに浅いピッ トが1基 確認できた。遺物は

土器片や黒曜石片が主に出土 した。土器片は小破片がほ とんどで,中 には床面直上で出土 した

ものもあった。出土 した土器は,山 が大きく陽部の狭い縦位施文 された山形文(第26図1・2)

や市松文(3・4),楕 円文(5),底 部近 くの破片で平行線文(6)等 の押型文土器がある。 ま

た撚糸文土器の口縁部片(7)も あり,口 唇部に刻みが,口 縁部外面 に網 目状撚糸文が縦位 に施

文 されてV}る 。

第3号 住居趾は,2号 住居趾の北西側斜面下位 に近接 して位置する。7m×7mの ほぼ円形を

呈すプランで,屋 内施設は認められなかった。壁はす り鉢状になだらかに立ち上が り,壁 高は

山側で30cm,谷 側で10cmを 測る。遺物 は土器片や黒曜石片が主に出土 し,2号 住居趾:と同様 に

土器片はほとんど小破片である。串土 した押型文土器片には,帯 状施文の山形文(9～12),格

子 目文(13・14),帯 状施文の楕円文(15),ネ ガティブな楕円文(16・17)等 がある。9の 口唇

部には山形文が施 されている。撚糸文土器片(8)も 出土 している。

木炭が多量に含 まれた竪穴遺構のSX1・3はII層 中より掘 り込 まれていた。SX1は 尾根上の

平担部,SX3は 北斜面中腹に構築 されていた。SX1は 主体部 と煙道部か らな り,主 体部は4.3

m×1.7m,深 さ0.45mの 長方形である。主体部底面では長軸に沿って浅い掘 り込みがあり,南

端近 くでは幅 と深 さを増す。煙道は南壁外に掘 り抜かれていたが検 出時には崩落 していた。主

体部底面及び煙道部内面に焼土が形成されていた。遺構に直接伴 う遺物は木炭以外何 も検出さ

れなかった。主体部底面及び側壁に貼 り付 くように,長 軸に平行ないし直交する木炭が検出さ

れた。SX3はSX1よ り小規模で,底 面の長軸に沿う掘 り込みはないものの,SX1と 同様な形

態,堆 積状況を示 していた。
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第25図 八 窪 遺 跡2号(上),3号(下)住 居 趾(1:80)
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縄文時代早期の遺物の中で・押型文土器は犬 きな割合を占め"ごレ}る・住居趾から出土 した土

器以外に・黒鉛を含む帯状施辛の山形i文(18)匪縦倖密接施文 と横位施辛の併用された山形文

(19)・ 低 い山の 山形文(20)・ 市 松文(21)・ 格 子 目卒(22～25)・ 楕 円文(26・27)等 が ある。他

に早期の土器には111¥文 堺(28)や 沈線文堺(29)・ .条痕文土器等棚 る・同期の硲 は断

面三角形の磨石(30)や 石鍛等がある。

本遺跡ではネガティブな楕円文 をもつ押型文土器片が得 られ注 目される1ま たSX1,3は 青

木沢遺跡で同様な遺構が棚 されたほかに類例 ご々乏9い の℃ そ畔 代 と騰 の鯛 が今後の

課題で あ る。g 一.1.・(百 瀬久雄)

第24図 入 窪 遺 跡 出 土 遺 物(1～7.2号 住,8～173号 住,18～30v層)(1:3,30の み1:5)
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北山遺跡

きたやま

14.北 山 遺 跡

北山遺跡は,塩 尻市東北部の柿沢地区に所在する。塩尻峠の尾根に沿った四沢川によって形

成された扇状地上 に立地 し,調 査区域は水由となっていた。発掘調査は,昭 和58年11月 初旬か

ら11月 下旬までの期間にわたって実施 された。調査対象面積は520m2で ある。

層序は1層 耕作土,II層 粘質黒褐色土,III層 礫混 り粘質灰褐色土である。水田造成のために

削られた部分が多 く,II層 は部分的にしか残っていなかった。遺物の多 くは,こ のII層 からの

出土である。III層からの出土は皆無で,遺 構 は確認 されなかった。

出土遺物 は,縄 文時代後期及び弥生時代中期土器がほ とんどである。第27図1は,器 面は調

整粗雑であ り,口 縁部 に刺突文が見られ,弧 状に沈線が描かれてお り,口 縁部で内折 している。

2も 器面はあれてお り,口 縁部で内折 し棒状沈線文がみられる。 ともに堀之内式 と思われる。

3は 器厚 も薄 く,沈 線文が施されている。庄 ノ畑式 と思われる。4は 全面に条痕文が施 され,

口端部を指で押 している。弥生時代中期に属するであろう。

この他,土 師器台付甕台部(5)と 須恵器杯(6)が 出土 している。 また図に示 さなかった

が,石 鍛,石 匙などの石器類や,近 世の陶器片,寛 永通宝,文 久永宝などの古銭 も出土 してい

る。これ らは,い ずれ も耕作土中の出土である。

今回の調査では,遺 物は極めて少なかったが,弥 生時代中期初頭の土器が90点 ほ ど出土 して

お り注目される。この時期の遺跡は,中 央自動車道長野線に関連する発掘で,岡 谷市西林A遺

跡 ・下 り林遺跡,塩 尻市 ヨケ遺跡 ・青木沢東遺跡などが調査=されている。いずれも,山 麓地に

位置 してお り,こ の時期の遺跡の立地を考 える上で も,良 い資料 となろう。(小 菅敏男)

第27図 北 山 遺 跡 出 土 土 器(1～31:3,4～61:4)
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おおはら

15.大 原 遺 跡

本遺跡は塩尻市柿沢地籍に所在する。遺跡は,柿 沢の集落の東側,塩 嶺 山地 より流れ下る四

沢川によって形成 された扇状地の扇央部 に広がってお り,中 央自動車道はその中央やや西寄 り

を南北に横断す る。調査対象面積は25,800m2。 発掘調査は昭和59年5月 上旬か ら11月末 まで行

われた。

西に傾 く扇状地は緩 く起伏 し,谷 状に窪んだ部分 には腐植土が厚 く堆積するが,尾 根状の台

地部では耕土下即'Q`一一ム層となる。谷状に窪んだ部分の層序は第28図(右 下)に 示 してある。遺

構は,土 彊8基,近 世以降の民間信仰にかかわると考 えられる塚1基 であった。土墳のうち1・

2・4号 は,長 方形のプランで深さは1m以 上,垂 直な壁 と平担な堅い底部に仕上げるとい う共

通性 をもち(第28図右),関 東な どで陥穴〔今村1978〕とされているものに類似 している。これらの

状地上の谷部,尾 根部両方に散在す る。このうち1号 土墳の覆土か ら縄文時代中期初頭の土器

片(第28図1)が 出土してお り,所 属時期 を考える手がか りとなる。また,7・8号 土墳は不整

円形 ・播鉢形であるが,覆 土か ら縄文時代後期前半の土器片が出土 している。

遺構に伴 う遺物のほかに,谷 状の窪地の包含層(IV層)か らまとまった遺物が出土している。

第28図2～10は 北側調査区,第29図1～29・30は 南側調査区,29は 調査区北端のVI層 出土遺物

である。これらの遺物は,谷 状の窪地に流れ込んだような出土状況を示 していた。その他,1・

II・III層か らは,縄 文時代の土器 ・石器,土 師器,須 恵器,陶 磁器片等が出土した。

長方形の土墳を関東地方で考 えられているように陥穴 とすれば,今 回調査 した大原遺跡のあ

る高燥な扇状地扇央部は,縄 文時代 中期か ら後期 にかけて居住の空間としてよりはむしろ,狩

場 などとして位置づ けられていた といえるのではなかろうか。(小 平和夫)

第28図 大 原 遺 跡 包 含 層 出 土 土 器(左)(1:3),1号 土 墳(右)(1:60)
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大原遺跡

第29図 大 原 遺 跡 包 含 層 出 土 遺 物(1・3014,2～2g13)
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み ど うが い と

16.御 堂垣 外 遺 跡

本遺跡は塩尻市柿沢地i籍にあ り,塩 尻市環境センターの約200m東 に位置 している。国道20号

線 と四沢川にはさまれた日当た りの良い南斜面に立地 し,畑地であった。調査対象面積 は860m2

で,昭 和58年10月 下旬か ら12月 中旬にかけて調査 した。

確認された層序は,1層 耕作土,II層 褐色土,III層 黒褐色土,IV層 赤褐色土,V層 黄褐色土

で,い ずれ も親指大か ら拳大の礫 を含んでいた。遺物包含層はIII層,遺:構検出面はV層 上面で

あった。検出された遺;構は,縄 文時代 中期後半の4号 住(SB4),同 後期前半の1号 住(SB

1),2号 住(SB2)・3号 住(SB3)・5号 住(SB5),時 期不確定の6号 住(SB6)の6軒 の

住居趾 と縄文時代後期前半の1与 土橿(SK1),古 墳時代の6号 土墳(SK6),時 期不詳の2号

土橿(SK2),3号 土墳(SK3),4号 土橿(SK4),5号 土墳(SK5)の6基 の土fで ある(第

30図上)。遺物はこれらの遺構に伴 う土・器 ・石器のほか,土 師器 ・須恵器 ・灰粕陶器片がわずか

に出土 している。遺物の全体量は多 くない。

6軒 の住居趾は東西の2か 所 にまとまって存在 した。西側では2号 住 と4号 住が切 り合い,

4号 住→2号 住の順 になり,東 側では1号 住,3号 住,5号 住,6号 住が切 り合い,6号 住→

1号 住→5号 住→3号 住の順 になる。特に6号 住 ・5号 住 ・3号 住は同一地点で切 り合い,新

しくなるにつれてプランは南ずれするが,炉 はほぼ同一地点という特異なあり方 をしている。

4軒 の敷石住居の うち,1号 住,2号 住,5号 住は堀之内式期で鉄平石等の平石 を炉の周辺 ・

奥壁下に部分敷石 している。3号 住(第30図 下yも 堀之内式期である。本住居は当初 より多量の

石 とそのあ り方か らどうとらえるか理解に苦 しんだが,検 出された石は区画をなす石 とその内

部。ごある石 とに分類でき,敷 石住居の範ちゅうに入るものととらえた。区画をなす石 は北東か

ら北西にかけて弧状 に,南 西隅に直線状にあ り,住 居趾のプランは半円形になる。これ らの石

は埋め込んで立てた り,斜 めに立てかけた り,長 軸を横にして置いた りしなが ら礫堤状をなし,

北壁中央部には立石 と思われる巨石がある。内部にある石の大多数は雑然 としているが,炉 石

とその南の平石は計画的に置かれたものである。本住居では床面 を明確 にで きなかったが,炉

石 とその南の平石の面が床面になると考 えられ,雑 然 と存在する大多数の石は廃絶期 の所産 と

とらえられ,る。炉 は中央にコ字状に石囲い し,そ の中に土器(第31図2)を 埋めている。第31図

1は 炉内に倒れ込んでいた土器の一つである。柱穴はP1～P6の6本 があり,P7・P8も 入 り口部

で対をなすピッ トである。南東部の石の間か ら注 口土器(第31図3)が 出土 しているほか,土 器

片 ・打製石器 ・磨製石器が出土 している。

第31図4の 鉢は1号 土fか ら逆位の状態(第31図 右下)で 出土した堀之内式期の優品である。

本遺跡は斜面に立地しているが,6軒 の住居趾の発見か ら居住の場 として利用されたことが

判明 した。中で も,4軒 の敷石住居の発見はこの期の集落を考 える上で好資料 となるものであ
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御堂垣外遺跡

ろう。また,6号 住→5号 住→3号 住の同一地点での切 り合い関係は,そ の連続性 をどうとら

えてい くか課題である。更に,3号 住のような礫堤 を持つ住居趾についても,類 例の集成 を行

いなが ら,存 在時期 ・分布等を明らかにする必要がある。(市 沢英利)

第30図 御 堂 垣 外 遺 跡 全 体 図(上)(1:320),3号 住 居 趾(下)(1:80)
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第31図 御 堂 垣 外 遺 跡3号 住 居 趾 出 土 土 器(1～3)(上),1号 土 墳(右 下)(1:80)と 出 土 土 器(41:4)
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ヨケ遺跡

17.ヨ ケ 遺 跡

本遺跡は塩尻市長畝地籍に所在 し,塩 尻市斎場の北東800m,高 ボッチ山系西麓の西へ向けて

大 きく開放す る谷頭部に立地する。標高780mか ら777mの 日当た りの良い,ゆ るやかな斜面は,

発掘前畑地 として利用されていた。その開墾の際,南 側部分 は削平 されて しまっている。発掘

面積は1,490m2で,昭 和59年5月 上旬から6月 上旬にかけて調査を行 った。

基本的層序は,上 層から1層 耕作土,II層 黒褐色土,III層 茶褐色土,IV層 黒褐色土,V層:茶

褐色土,VI層 ローム層である。本遺跡は浅い谷に位置す るため,中 央部で1～Vの 各層が確認

されるが,縁 辺部では削平 により,す でにII層 からV層 が失われ,1層 下がす ぐにVI層 となっ

ている。

遺物は1・II層 より平安時代,III層 ・IV層より縄文時代 と弥生時代の遺物が主 として出土し

た。平安時代の遺物は,灰 粕陶器の椀 ・皿・壺(第32図8～10),土 師器の杯 などであるが,い ず

れも破片である。縄文時代の遺物は土器 と石器がみられ る。土器では早期の押型文,前 期,中

期,後 期がわずかに出土 している(1～4)。 石器は打製石斧 ・石鍛等である。その中では打製石

斧が最:も多 く,破 損品・未成品を含めると80点余 りを数える(6・7)。 このほか,弥 生時代の土

器(5)も 数片出土 している。

遺構は縄文前期のものと思われる土墳1基 のみである。覆土より縄文の施 された土器片2点

が検出された。なお,平 安時代の遺物の量か らすると,何 らかの遺構の存在が推測できるが,

耕作の際に失われた可能性もある。

本遺跡の打製石斧の多量の出土は,遺 跡の性格 を考 えるうえで重要な示唆を与えて くれるも

のと思われる。また周辺 には,樋 口 ・栗木沢遺跡がある。共に平安時代の遺物が出土 してお り,

遺構 も検出されている。これ らの遺跡 との関連 を考 えることが今後の課題である。

(青柳英利)

第32図 ヨケ 出 土 遺 物(1～51:36～101:4)
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くり き ざわ

18.栗 木 沢 遺 跡

本遺跡は塩尻市長畝地籍に所在する。塩尻市斎場の北東約500m,高 ボッチ山系西麓のひだ状

に伸びた尾根の間の谷部に立地 し,水 田,畑 地及び山林 として利用されていた。調査対象面積

は3,710m2で,昭 和59年5月 上旬か ら7月 上旬にかけて発掘調査 を行った。

トレンチ発掘によって確認 された層位は,上 層から1層 耕作土,II層 黒褐色土,III層 小礫 を

含む砂礫質の漸移層,IV層 角礫 を含むローム質基盤 を基準 とするが,尾 根の北側ではかな りの

部分 で1・II層 が調査前に削平されていた。

検出された遺構は,尾 根の南側では平安時代の竪穴住居趾3軒,焼 土を伴 う集石1基,縄 文

時代の集石土墳4基 が,尾 根北側では平安時代竪穴住居趾1軒 が主なものである(第33図上)。こ

れ らの遺構の多 くは,尾根の南側では耕作の際に削平 されたためか地表直下 に存在 してお り,ま

た,尾 根の北側で も削平 を受けていたため,遺 存状態は良好ではなかった。4軒 の住居趾はい

ずれも尾根部から谷部への地形変換点付近に構築 されてお り,1号 住居趾 と2号 住居趾は重複

し,3号 住居趾、及び尾根の北側で検出された4号 住居趾は単独で検出された。1号 住居趾 ・4

号住居趾は尾根側の壁の中央に石組みカマ ドを持つが,2号 住居趾 ・3号 住居趾では,は っきり

しなかった。プランを明確 に検出し得 たのは,4号 住居趾のみである。

4号 住居趾 は,一 辺約4mの 正方形に近い形を呈し,西 壁のほぼ中央にカマ ドを設けている

(第33図中左)。床面の北側半分はやや高まってお り,部 分的に粘土の貼床 も認あられた。遺物は

さほど多 くないが,東 濃産 と思われる灰粕陶器の椀(第33図1)・ 皿のほか,土 師器の杯 ・甕(2

～5)・ 鉄澤等が出土 している。

1号 集石は,焼 土のブロックを中心に,拳 大から人頭大の礫 を平面的に敷いたもの(第33図 中

右)で,緑 粕陶器の皿(6)が 礫の間にはさまった状態で出土した。この遺構の周辺からは,灰

粕陶器の椀(7)や 土師器の椀(8)も 出土 してお り,そ の性格については,こ れからの課題 と

したい。

遺構はとらえられなかったが,II層,III層 及びIV層 最上面より,縄 文時代早期から中期の土

器 ・特殊磨石 ・'打製石斧 ・石鍛(第34図1～21)等 も比較的多量に出土 した。中で も縄文時代早

期後半の資料については,押 型文土器 ・茅山下層式土器 ・粕畑式土器 ・絡条体圧痕文土器など

に好資料がみ られる。また,こ れらの土器群 とともに,口 唇部及び口縁部下の隆帯に指頭圧痕

を施 した,胎 土に繊維を含む条痕文土器(7)が 出土 しているが,こ の種の土器は類例が少な

く,そ の編年的位置についても今後の課題である。

本遺跡では,平 安時代後半の小集落の存在が明らか となったが,ヨ ケ遺跡 ・樋口遺跡もほぼ

同様な遺跡である。灰粕陶器 を多量に伴 う時期の山麓部への開発の進展 を示す好適な資料 とな

ろう。(井 口慶久)
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栗木沢遺跡

第33図 栗 木 沢 遺 跡 地 形 図(上)(1:2,000),1号 住 居 趾(中 左)(1:80)及 び 出 土 遺 物(1～5)(1:4),

1号 集 石(中 央)(1:40)及 び 出 土 遺 物(6～8)(1:4)
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第34図 栗 木 沢 遺 跡 出 土 遺 物(1・19～2114,2～1513,16～181:1.5)
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高山(城跡)遺跡

たかやま

19.高 山(城 跡)遺 跡

本遺跡は,高 ボッチ山系の西山麓が,松 本盆地南東縁に接する,塩 尻市長畝の地籍にある。

この一帯では,高 ボッチ山麓から盆地に向って扇状地状に広がった丘陵が,幾 筋かの沢に切

られ,比 高30～40m程 の尾根や谷をなす。それ

らの尾根や谷は,小 規模 ながら,縄 文や平安

時代の遺跡を残 していることが多い。

本遺跡 もそれ らの尾根の一つにあり,遺 跡

名が示すように,北 西部の急斜面,土 階や錘

濠らしきものの存在から,小 砦か出丸等の可

能性が指摘 され〔塩尻町誌,1937〕,城 跡とし

て登録されていた(第35図上)。

調査開始に当たっての識者 を交えての現地

踏査では,そ の存在はほぼ否定 されたが,集

落遺跡 としての可能性 もあったため,城 跡の

有無の確認 も含め,対 象面積4,180m2を9月

中旬よ り20日余 り調査 した。調査区は,___.部

畑を含む山林地であったが,表 土即ロームの

地山で,遺 物はすべて表土よ り採集された。

採集遺物は,縄 文早期末の土器片(1・2)

約30点,石 鍛(3・4)5点,打 製石斧 ・乳棒

状磨製石斧 ・石匙 ・石核各一点,黒 曜石片数

十点,及 び須恵器片(平 安期)2点 である。

遺構 としては土彊(SK)2基 のみで,SKO2

にはわずかに炭化物 を含む ものの,い ずれ も

時期,性 格 ともに不明である。

当初予想されたとお り,城 跡に関する遺構,

遺物は,調 査区域内では皆無であった。また

集落の存在 を予想させ るような遺構の発見 も

できなかった。

しか し,少 数 とはいえ,尾 根上でのこれら

の遺構,遺 物が,ど のような性格 を持つもの

であるか一考 を要する。(小 松 望)

第35図 高 山 遺 跡 地 形 図(上)(1:2000)及 び 出 土

遺 物(下)(1・21:3,341:1.5)
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とよ ぐち

20.樋 口遺跡

樋口遺跡は塩尻市長畝地籍に所在す る。栗木沢遺跡,ヨ ケ遺跡等 と同様,高 ボッチ山系西麓

に展開す る標高750m～850mの 放射状の丘陵地内にあ り,小 規模な尾根 と谷底部に立地 してい

.る。隣接する高山(城跡)遺跡とは谷一つ隔てた位置である(第36図)。尾根上の狭 い平坦地は畑地 とし

て,谷 底部の緩斜面は畑地及び植林地 として利用されていた。発掘調査は昭和59年6月 中旬か

ら8月 下旬にかけて行われ,調 査対象面積は2,900m2で あった。

トレンチ発掘によって確認された層序は尾根部で1層 耕土,IV層 ローム層,谷 底部で1層 耕

土,II層 黒色土,III層 漸移層,IV層 ローム層である。一 ・

検出された遺構は平安時代後期の竪穴住居趾1軒,時 期不明の土f3基 である。住居趾は尾

根部で検出されたが,耕 土直下がローム層 となっているため,全 面的に削平されてお り,一 部

が トレンチャーによって破壊された上,西 側約%が 用地外 にかかっているため全体 を把握する

ことはできなかった。一辺約5mの 隅丸方形プランが想定 され(第37図),カ マ ドは東壁中央やや

南寄 りに石組みで設置され,両 脇に直径約0.6m及 び1.2mの ピットを伴っていた。住居趾 内に

はこのほかい くつかのピットが検出されたが,柱 穴 と断定できるものはなかった。遺物 として

は土師器の杯 ・小型甕,灰 粕陶器の椀 ・皿(第38図1～13)刀 子,紡 纏i車等が出土 した。

土墳は尾根部で1基,谷 底部で2基 確認 され,尾 根部のものは平坦面の先端付近で検出され

第36図 樋 口 遺 跡 地 形 図(1:2,000)

た。開 口部0.8m×1.5

m,底 部1.5m×1.2m

の 断 面長靴状 を呈 して

お り,底 部 は硬 く し

まって いた。 内部 には

黒色 土がつ まって いた

が遺物 の 出土 は な く,

性 格 は不 明で あ る。谷

底部 の もの は調査 区南

西寄 りに2基 並 んで検

出 され,ロ ー ム質 の基

盤 に掘 り込 まれ ていた。

両方 とも直径 約0.5m,

深 さ約0.3mで,遺 物 の

出土 はな く,時 期,性

格 と も不 明で ある。
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谷底部調査区からは当初,石 鎌,打 製石斧,

灰粕陶器片等が表面採集 されたため,縄 文,平

安両期にわたる遺構の存在が予想 された。 しか

し,調 査の結果多数の土師器片,灰 粕陶器片が

1層,II層 から出土 したものの,該 期の明確 な

遺構は検出されず,前 述め土橿のほか,わ ずか

な焼土塊が確認されたのみであった。栗木沢遺

跡の南側調査区の例 を考えれば,遺 構は表土直

下に浅 く存在 していたため,耕 作等によって既

に破壊された とも考 えられよう。また尾根部の

住居趾は栗木沢遺跡,ヨ ケ遺跡などの近接する

山麓の遺跡 とは異なった高燥な地にあり,ど の

ような性格の住居か興味のあるところである。

いずれにせ よ類例の収集 を行いなが ら考察 して

い きたい。

(小林至,田 中正治郎)

第38図 樋 口 遺 跡 出 土 遺 物(1～131号 住居趾 〈1:4>,14～16遺 構 外 〈1:1.5,1:4>)
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よし だ かわにし

21.吉 田川 西 遺跡

本遺跡は,塩 尻市広丘吉田地区にあ り,25,100m2を 対象に昭和59年8月 初旬 より11月下旬ま

で調査 を行 った。本年度調査は対象面積のほぼ%程 度である。遺跡は奈良井川の形成す る最 も

低い段丘上に位置しており,こ の遺跡をのせ る段丘面の東側は,田 川によって削 られている。

今年度の調査区域は,ほ とんどが水田として利用ざれていた。

調査は,層 位確認のための トレンチをいれることから始めた。その結果,上 層より1層 耕作

土,II層 黒褐色土,III層 砂礫層 と分 けることがで きた。 なお,1層 の耕作土は2枚 から3枚 の

水田の痕跡が確認されたことにより,細分 も可能である。またIII層の砂礫層は5m以 上にもおよ

ぶ層厚をもち,奈 良井川の段丘礫 と思われる。1層 中からは平安時代から現代にわたる遺物が

混在 して出土 し,II層 が平安時代の包含層 と確認できた。 またIII層か らの遺物の出土はなかっ

た。最 も西に入れた トレンチでは1層 下がす ぐにIII層となり,遺 物の出土 もな く遺跡の中心は

東側部分 と考えられた。 トレンチ調査終了後,II層 が確認された調査区東側部分 より調査 を始

めた。東側の部分では,西 端に平安時代の住居趾が1軒 検出されたのみで,遺 物の出土量 も少

なく,居 住空間ではなかったと推定される。調査区中央部分の南側で,平 安時代の住居X21軒 ,

土彊5基,中 世 と思われる土墳6基 を検出調査 した(第39図)。遺構はすべてII層 及びIII層に掘 り

込んでいる。平安時代の住居趾はすべて竪穴で,1辺3mか ら7mの 正方形のプランを持ってお

り,大 きさにバラツキがみ られる。ほぼすべての住居趾でカマ ドが検出されたが,は っきりし

たものは少な く,カ マ ドの位置は東西のどちらかに限られている。また貯蔵穴や柱穴がみつか

らない住居趾が多い。遺物 としては,須 恵器の杯 ・甕,土 師器の杯 ・椀 ・皿 ・鉢 ・甕 ・鍔釜,

灰粕陶器の椀 ・皿 ・段皿 ・水注,緑 粕陶器の皿,鉄 製刀子,鎌,鉄1/,金 銅製の刀装具などが

第39図 吉 田 川 西 遺 跡 全 体 図(上)(1:6,000)と 発 掘 区 域 図(下)(1:720)
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吉田川西遺跡

出土 している。これ らをみると,だ いぶ年代幅が感 じられる。 このほか遺構外からではあるが,

II層からは,灰 粕陶器の双耳椀片,佐 波利椀などが出土 している。また1層 中よ りは,中 世陶

器(14世 紀から16世紀の瀬戸美濃系の皿 ・おろし皿 ・鉢 ・仏花器 ・瓶子,常 滑焼の甕片),か わ らけ,

内耳土器,中 国製の青磁,白 磁片などが多数出土 してお り,そ の他近世陶器 も多数出土 してい

る。この中でも特に青磁 と白磁は184点 を数え,11世 紀代の白磁から,12世 紀か ら14世紀代 と思

われるものまでみられる。これら中世から近世にかけての遺物の量から・この時期の遺構の存

在が予想 されたが,今 年度の調査区域ではすでに水 田化のために削平 されてしまった可能性が

強 く,検 出で きなかった。なお,こ こが水田化 された時期は,一 番古い と思われる水田の耕土

か ら出土した遺物 より,近 世以降の可能性が強い。

ここでは遺物が特異な状態で多数出土 した,第5号 住居趾 を詳 しく取 り上げてみたい。第5

号住居趾(第40図)は3.6m×4.Omの 方形にちかいプランをもつ。壁高は20cm程 度であ り床面は

中央部分のみ堅 くしまっている。カマ ドは西壁の南西のコーナー近 くにつ くられてお り,本 来

は石組みのカマ ドであった と思われるが,袖 石 らしい石が残っていたのみで,周 辺に焼土や炭

が厚 く分布 している。煙 り出しの施設 としてはわずかに斜めに壁 を掘 りこみ,半 円状の突出部

を設けてお り,内 面は焼けている。柱穴,貯 蔵穴,周 溝等は発見す ることができなか った。遺

物や石 は東側部分に集中しており,下 面には炭の混 じった層が広がっている。出土 した土器は

大部分が椀や杯であ り,完 形 またはそれに近いものが大部分である。出土状況は口縁 を上また

は下にむけたものがほ とんどで,置 かれたような状態での出土である。中には杯が重なった状

態の ものもみ られた。石はこれらの土器群の上に投げこまれた状態で検出され,下 には杯が潰 ・

れていた。これ らの遺物が集中して出土 した部分は

やや床 面が盛 りあが ってい る。 この よ うに完形 また

は それに近 い土器 が,置 か れた よ うな状 態で 多数 発

見 された こ とが,住 居 の廃棄 の際 の人間行動 を考 え

た場合,ど の ような意味 を持 つのか興 味深 い。遺物

(第41図,第42図)は,ロ クロ調整 の土師器 の杯(第41

図1～30),椀(31～39),皿(第42図1～4),鉢(7)

や,甕(8),鍔 釜(9・10),灰 粕 陶器 の椀(5),段

皿(6)な どが み られ る。

この他,図 に示 さなか ったが,土 師器や灰粕 陶器

の破 片が400点 ほ どみ られ,ま た鉄 製品の破 片 も2点

み られた。土師器 の杯 は法量 に よって大小 の2種 に

分 ける こ とが で きる。1～14が 小 型の もので 口径10

cm前 後,器 高3cm前 後 で ある。底部はすべ て糸切

で,そ の上 に板状 圧痕が み られ る もの もあ る。 しか

1黒 褐色土層(II層)2砂 層

3黒 褐色土層(砂まじり)

第40図 吉 田 川 西 遺 跡5号 住 居 趾(1:80)
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第41図 吉 田川西遺跡5号 住居趾出土土器(1:4)
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吉田川西遺跡

第42図 吉田川西遺跡5号 住居趾出土土器(1:4)

し11は焼成以前に底部中央に穴があけられてお り,杯 に分類す るには問題がある。16～30が 大

型で,口 径14cm前 後,器 高4cm前 後である。椀はいずれも高台付で,杯 と同様に法量によって

大小の2種 に分 けることができる。小型は口径12cm以 下,器 高5cm以 下のもので,内 面 また

は両面が黒色処理 される類例 もある。大型は,口 径14cm以 上,器 高6cm前 後で,小 型 と同様 に

内面が黒色処理 されたものがいくつかある。これ らの杯や椀の中には,ロ クロ水挽き後,内 面

のみ調整が施 されている一群 もみられる。皿はいずれもいわゆる足高高台付 きで,口 径16cm前

後,器 高8cm前 後の大 きさである。鉢は口径21cm,器 高9cmで 大型である。甕 鍔釜はいず

れ も破片であり,甕 はロクロで調整をした後,縦 方向のヘ ラケズリが施 されている。灰粕陶器

はいずれも東濃産で11世 紀後半の所産 と思われる。以上の点からこれ らの土器群 も11世 紀後半

の ものと考 えられ,こ の時期の編年を考えるうえで,ま た当時の食器のあ りかたを考えるうえ

で も好資料 となると思われる。

59年度に調査=を終了した住居趾は21軒 であるが,来 年度,更 に多数の住居趾の発見が予想さ

れ,平 安時代の 「ムラ」の解明の手がか りになるであろう。特にこの地域は,和 名類聚抄にみ

られる 「良田郷」 と考 えられている地域で,そ れ との関連が注 目される。(原 明芳)
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こう ど

22.神 戸 遺 跡

本遺跡は,松 本市笹賀神戸地籍にあ り,現 神戸集落一帯の広範囲にわたっている。遺跡は,

現奈良井川河床面 との比高差3～4m程 の段丘上 に立地 しているが,現 在その段丘崖 は構造改

善事業等により必ず しも明確ではない。調査対象地区は,遺 跡の東端 に当たり,神 戸橋の西側,

県道 をはさんで南北に伸びる地域である。調査面積は40,400m2で あり,そ のほとんどが水 田と

して利用されていた。調査は昭和59年10月 下旬から11月末 日まで と短期間であ り,来 年度継続

調査 となるため,本 年度は,遺 跡の地形形成過程,層 序,遺 物包含層の有無 を明らかにするこ

とを主たる目的 とした。なお,昭 和55年 度に,松 本市教育 委員会によって,今 回発掘区の西側

微高地の調査がなされ,平 安時代の住居趾2軒 と墓趾:20基程,縄 文時代の打製石斧少量が検出

されている。

トレンチの設定にあたっては,近 接する牛の川 ・くまの川両遺跡の報告を参考に,奈 良井川

の堆積方向をN20.Wと 予測 し,その方向の トレンチ2本 とそれに直交する約50m間 隔の トレン

チ4本 を設定し調査 した(第43図)。

この結果,調 査地点での土層は,砂 と礫 とが互層を成 し,河 川堆積物の様相 を呈 していた。

層序は,上 から,1層 耕作土,II層 砂層1,III層 砂層2ノ,IV層 礫層1,V層 砂層2,VI層 礫層

2,VII層 砂層3,VIII層 礫層3の8層 が とらえられた。VIII層は入頭大の礫の堆積層で,一 応基盤

と考えたが,部 分的に深掘 りしてみる必要があろう。また,こ のVIII層は凹凸を成 してお り,そ

れに応 じてW層 も厚薄の差を生 じている。VI層 は,県 道南,01ト レンチに沿って溝状に存在す

る礫層で,幅 約2.5m,深 さ約20cmの 小規模 なものであるが,最 も多 くの遺物を出土 した。V層

はほぼ全域にみ られ,非 常に緻密で固い。中世陶器片,須 恵器片等 をわずかに含んでいる。IV

層は,02・04ト レンチの面側にみられる溝状の礫層で,一 過性の堆積物である。III層は,県 道

北,06・03・08ト レンチを横切 ってほぼ南北方向に溝状に堆積 している。この層の下部は,粗

い砂 と指先大の礫が多 く,VI層 と同様に遺物 も多い。II層 は,ほ ぼ全域 に分布 し,指 先大の風

化礫 を含むのが特徴である。

第43図 神 戸 遺 跡 全 体 図(1:6,000)
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神戸遺跡

これらの土層把握か ら,発 掘区の地形形成過程 を以下のように考察 した。奈良井 川供給 と考

えられるVIII層の礫が北西方向へ傾斜 しながら凹凸を持 って堆積 し基盤を成す。この凹部に厚 く,

凸部に薄 くVII層の砂が堆積する。VII層は砂 ・シル ト・粘土の交互堆積であることから,ゆ っく

りとした流れの中での堆積 と考えられる。このVII層を切 ってVI層 が溝状に堆積 し,ほ ぼ時を同

じくしてV層 が全面に堆積する。時期的には,平 安初期以後,灰 粕陶器出現以前 と考 えられる。

次にV・VII層 を切 ってIV層 の礫が北西方向に堆積 し,そ の前後にIII層が南から北方向へ溝状に

堆積する。時期は,お そらく灰粕陶器出現以後であろう。そして中世以後,II層 がほぼ全域に

堆積 し,耕 作が行われて今 日の地形が形成されたと思われる。

遺物が検出された層は,II・III・V・VI・V【1層である。中でもVI層 は最 も多く,第44図1～3

など平安時代の ものが出土 した。1は 須恵器の完形小壺,2は 須恵器の甕片,3は 土師器の杯

である。なお,1・3は 底部に糸切 り痕 を持っている。4はVII層 中にて出土 した縄文時代後期

加曽利B式 の土器片である。これらの層に含 まれる遺物は,出 土層位の状況からみて偶発的に

取 り込 まれたものであ り,遺 物包含層 とは言い難い。 しかし,土 器片の摩耗度の弱 さからみて,

発掘区に近い,南 ないし南西の方向に包含層が存在すると予想され る。

以上の調査結果によ り,今 年度の発掘区は奈良井川の影響の強い氾濫源 であ り,居 住空間 と

は考えられない。そこで来年度は,更 に,発 掘区域を広げて,確 かな包含層の存在 を確認する

方向での調査を行い,遺 跡の性格付けをする必要がある。また,今 年度一部手がけて きた小字

調査等から,歴 史的環境 との関連についても考察 していきたいと考 えている。(小 林俊一)

第44図 神 戸 遺 跡01ト レ ン チ 出 土 遺 物(1～3vI層,4VII,層)(1:3)

一51一



長野県埋蔵文化財センター年報1

かみふた こ

23.上 二 子 遺 跡

本遺跡は,松 本市笹賀上二子地籍にあり,奈 良井川河床面 との比高差5～6mの 段丘上 に立

地 し,現 上二子集落一帯が遺跡範囲である。調査区は,遺 跡の西端にあたり,調 査対象面積は

8,800m2で,昭 和59年11月 下旬にその一部分の調査 を行った。今年度は短期間のため,地 形形成

過程の状況 ・層序 ・遺物包含層の有無を明 らかにする点に主眼をおいた。

トレンチ設定にあたり,地 形を観察したところ,南 西から北東へ緩やかな傾斜が確 認された

ので,こ れに直交する トレンチ1本 を,N40.W方 向に設定 し発掘 した(第44図)・

この結果確認された層序は,1層 耕作土,II層 砂層1,III層 砂層2,IV層 砂層3,V層 礫層

1,VI層 粘土層,VII層 礫層2で あ り,砂 層 と礫層が複雑に重なりあっていた。1本 の トレンチ

では土層の広が りが確認できないため,地 形形成過程を把握することはで きなかったが,V層

の礫 は小 さく,酸 化鉄の付着か ら考 えて鎖川の影響をうけていることが推測される。遺物 は,

II・III・IV層 か ら出土 し,II・III層 からは土師器,須 恵器,灰 粕陶器片が,IV層 からは縄文時

代 中期後半の曽利V式 の深鉢型土器の破片(第45図)が 出土 している。全体の遺物量は多 くな

く,ま た小 さい破片ばか りであった。出土層位の状況か らみて,い ずれもII・III・IV層 にとり

込まれた遺物 と考えられ,遺 物包含層 とはとらえにくいものである。

本遺跡は,奈 良井川や鎖川の堆積物によって形成された地に立地 していることがうかがえた

が,本 年度の調査からは確実な遺物包含層 を確認できな

かった。本遺跡の詳細は,来 年度の調査を待つ ところで

あるが,隣 接するくまの川遺跡 との関連の追究,遺 跡の

性格の解明等,大 きな課題が残されている。

第45図 上二子遺跡IV層出土土器(1:6)(春 日雅博)

第46図 上二子遺跡 トレンチ配置図(1:2,000)
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上二子遺跡

発掘調査概 関係 引用 ・参考文 献

和 田博 秋1980「 大 久保B遺 跡 」(『長野県史』主要遺跡一南信)

黒 崎 直1980「 近 畿 にお け る8・9世 紀 の墳墓 」(『研究論集』w奈 良国立文化財研究所)

戸 沢充則1950「 岡 谷市下 り林遺 跡の早期 縄文式 土器」(『信濃』第2巻7号)

〃1952「 岡 谷市下 り林 遺跡調査報 告」(『諏訪考古学』8)

〃1973『 岡 谷市 史』 上

長崎元 広1984「 長 野県 岡谷市下 り林遺 跡の早期 縄文土器 」(『長野県考古学会言志』48号)

斉 藤 忠1976「 奈 良 時代 前後 におけ る:墳墓地 の選 定」(『日本古代遺跡の研究 論考編』)

水 野正好1984「 奈 良朝 貴紳の墳墓 の 占地」(『郵政考古紀要』Ix)

1984「 糸 静 線活断層系 の トレンチ調 査」(『地震予知連絡会報』32)

1973『 霧 ケ丘 』

東郷正 美他

今村 啓爾

この他、各 遺跡の概要 につ いては、長野 県埋蔵 文化財 ニ ュ.___スNo.1～12に 報 告 され てい る。

「長野県埋蔵文化財ニュース」収録の県内主要遺跡概報(センター調査分は除く)末尾数字は号数

O北 信 地方

上水 内郡豊野町浅野(縄文前期集石趾)

更埴市森将軍塚(保 存整備に伴う成果)

中野市栗林(弥 生中期の土墳墓など)

下 高井郡野沢温泉村岡ノ峯(縄 文中期末

土擾群 と後期石棺状遺構群)

長 野市小 島境(弥 生～古墳時代住居趾)

上水内郡小川村筏(縄 文中期・平安住居趾)

長 野市旭町(縄 文 ・古墳 ・平安住居趾)

飯 山市長者清水(中 世掘立柱建物祉)

長 野市 ・更埴市土口将軍塚(古 墳内部主体)

●東信地方

佐久市北西久保(弥 生～平安大集落趾)

小 諸市久保 田(縄文後期礫堤敷石住居趾)

佐 久市西八 日町(弥 生～平安大集落趾)

小 県郡長門町中道(縄 文前期・玉作工房)

南佐久郡八千穂村池ノ平(先 土器)

小県郡東部町戊立(縄 文後期住居趾)

佐 久市鋳師屋(奈 良～平安住居=吐)

北佐久郡御代 田町野火付(奈 良～平安住居吐

と埋葬馬土墳など)

1

2.3

5

79

n

8

10

10

10

4

6

6

7

7

8

10

11

北 佐 久郡浅科村矢嶋城跡(中 世城館趾)11

佐 久市戸坂(縄 文～中世住居趾)12

●中信地方

大町市五十畑(奈 良～平安大集落吐)5

松 本 市下神(平 安前半の集落肚)5

南安 曇郡三郷村黒沢川右岸(縄 文～弥生)7

塩 尻 市柿沢(縄文中期集落趾)8

松 本 市南栗 ・北栗(奈 良～中世集落趾)10

塩 尻 市堂の前(縄 文早期住居趾など)10

東筑 摩郡山形村殿村(縄 文～平安住居趾)11

●南 信地方

諏訪市一時坂(縄 文～平安住居趾,隈 丸2・3

方形墳と前方後方形周溝墓など)5

岡 谷市上屋敷(縄 文早期末住居趾など)6

下伊 那郡鼎町高松原(縄文～弥生集落)

上伊那郡辰野町半平蔵(古 墳～平安の住居7

趾群と掘立柱建物趾など)8

下伊 那郡松川町前田(縄文後期配石趾)10

茅 野市高風呂(縄文前期住居趾など)11

下伊 那郡根羽村信玄=塚(縄文後 ・晩期)12

駒 ケ根市小山(中世建物趾・池泉趾など)12
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Il.普 及 ・研究活動の概要

1.説 明会

中島B遺 跡 二昭和57年8月29日(日),現 地説明会 を2回 に分 けて行 う。併せて出土遺物 を現場 に

展示する。パンフレッ トも作成 し配布。参加者80名 余。

昭和59年7月22日(日)・29日(日),現 地プレハブに出土遺物,パ ネルなどを使 っ1た展示 を行 う。

両 日とも午前1回,午 後1回 の現地説明。パンフレッ ト配布。参加者120名 。

栗木沢遺跡:昭 和59年8月18日 出,埋 文センターにおいて,作 業員・地元住民を対象に した説

明会 を 『栗木沢の大昔』 と題 して行 う。スライ ド映写を中心に して調査成果の説明をし,出 土

遺物 も展示 した。参加者17名 。

吉田川西遺跡:昭 和59年12月9日(日),現 地プレハブに出土遺物,年 表などの展二示をする。地元

住民の関心は極めて高 く,参 加者263名,午 前2回,午 後1回 の3回 に分 けて現場説明を行 う。

パンフレット 『掘 り出された昔の吉田』を見学者に配布する。

2.展 示会

埋文センター と市立岡谷美術考古館 との共催で,昭 和59年11月30日 ㊥ ～12月2日(日)ま で,市

立岡谷美術考古館二階において 「中央道長野線岡谷地区遺跡出土品展一埋れていた世界一」を

開催 した。時間は午前9時 から午後4時 。展示品の中心は昭和57年 度から59年度 まで過去3年

間にわたって岡谷市内10遺 跡の発掘で出土した土器,石 ・器類であり,先 土・器時代から奈良 ・平

安時代 までを時代順 にケース内に説明パネル ・模型などとともに展示 した。また,自 然遺物,

石・器製作過程のコーナー も設 け,調 査研究員が見学者に説明 した。また,出 土品の展示 に合わ

せ,資 料集やパンフレッ トを作成し,発 掘に協力 していただいた方を中心に配布 した。

展示品のほかでは 「土器パズル」・「火起 し」・「石器作 り」の コーナーを設けた り,ス ライ ド

映写を行った りした。

3日 間で,30日 一292人,1日 一283人,2日 一537人,'合 計1112人 の見学者があ り,盛 況のう

ちに終 わることができた。

3.研 究会

昭和59年2月15日,セ ンターにおいて神奈川県教育委員会文化財保護課主任主事 山本暉久氏

を指導者にお願い し,「塩尻市御堂垣外遺跡敷石住居趾をめ ぐって」 と題 して研究会 を行 った。

出席者は神村 ・河西部長以下センター職員14名 と樋口昇一 ・会田進 ・宮下健司 ・花岡弘 ・高見

俊樹 ・平林彰の各氏であった。翌16日 にも,山 本氏 とセンター職員 とで,長 野県の敷石住居趾

一覧表 をもとに研究会を行った。以下,そ のまとめである。

山本氏の話:敷 石住居の研究にあたって,分 布の特性 ・その性格 ・歴史的な変遷の中での意

味づ けの3つ の柱 をすえ,敷 石住居風習を縄文文化の中にどう位置付けるかを考 えた。敷石住
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居は,石 が敷かれた住居であるが,基 本的には柄鏡形住居であるという認識が必要で,そ の上

に敷石を施す風習が地域的に異なっているととらえるべ きである。すなわち,柄 鏡形敷石住居

とし,柄 鏡形の変遷 を第一義にし敷石 を論ずべ きである。

柄鏡形敷石住居は,中 期後半の石柱 ・石壇の敷石風習の面的拡大 と出入口部埋甕を中心 とし

た小張 り出し部の面的拡大 とい う2現 象の結合によって成立 した と考えられ,神 奈川県では加

曽利E3期 に完成 した柄鏡形住居が見 られ,多 摩などでは加曽利E4古 期で柄鏡形敷石住居が

成立 している。このことから,柄 鏡形敷石住居は中期末か ら後期初頭にかけて西関東の山寄 り

の集落の中で成立したことが推定で きる。また,柄 鏡形住居は地域的な分布範囲を示 し,こ の

中で敷石の施され方にかな りの地域差があ り,柄 鏡形 と敷石風習の地域的分布 と時間的な関係

を考える必要がある。その後,後 期前半段階で発展 し,出 入 口の埋甕風習がすたれたり,張 り

出 し部の形態や炉の位置が変化する。そして後期後半までその系譜は追える。

敷石住居は特異な遺構 とされ,そ の性格 についても特別視 されて きたが,中 期後半か ら後期

にかけて柄鏡形住居が一般住居形態 とな り,_.般 住居 と考えなければ理解で きない。一方,こ

れ らの敷石 なり張 り出 しな りを形成 した要因については,生 産手段の限界 という内的矛盾に環

境変化 という外的矛盾が加わ り,石 壇 ・石柱 という祭祀空間の面的拡大 と出入口部分の埋甕祭

祀の場の拡大 を極度に発達 させた中で成立 したと考 える。

御堂垣外 ・久保田遺跡の敷石住居:御 堂垣外3号 住 は柄鏡の変形 ととらえられ,5号 住が本

来の姿で,1軒 の流れの中でずらして建てていったもので,3号 住は廃絶時の姿 と考 えられる。

小諸市久保田1号 住は大形で礫堤をめ ぐらしており初めての発見であろう。普通の大 きさの柄

鏡形敷石住居 も発見されてお り,集 落分析 に役立つ好資料 といえる。

長野県の敷石住居のあり方:敷 石住居は柄鏡形住居であることが基本 との山本氏の見解 に対

して,長 野県の敷石住居は必ず しも柄鏡形の形態のものばか りではない。このことが長野県の

敷石住居の本来的な姿なのか,そ れ とも調査上の問題なのか,こ の点についての議論がなされ

ておらず課題である。長野県において敷石住居の古い時期の ものとして,巾 田特殊遺構 曽利

IV併行期の下吹上1号 住 ・湯の上1号 住,曽 利V併 行期の穴場12号 住 ・柿沢東4号 住等が挙 げ

られた。そして,古 い時期の敷石住居は千曲川水系に多 く見られる傾向があり,土 器型式にお

いて加 曽利E式 の影響の強い地域であることが指摘され,群 馬 ・埼玉方面 との関連で とらえる

必要がありそうである。一方,長 野県で柄鏡形敷石住居が盛行するのは堀之内式期 になってか

らで関東 とはずれている。このことは,長 野県が敷石住居の中心地ではな く,受 容 した地域で

あることを指 してお り,そ の受容,変 遷過程 を追って見 る必要がある。更に天竜川流域では敷

石住居が きわめて少ない点をどう考えるか今後の課題である等の意見が出された。

研究会 を終えて:県 内において敷石住居の発見は,中 期の住居趾のような多数の検出ではな

いものの点々とあ り,更 に最近の開発に伴 う緊急発掘によって資料数は増加 している。 しか し,

県内の敷石住居については本格的に論 じられていない。今回御堂垣外遺跡での敷石住居の発見
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を契機 としてこのような研究会を持 ち,更 にその資料 として北 ・東 ・中 ・南信別に敷石住居一

覧表を作成 したことで,敷 石住居 を研究する上でい くつかの視点 を持つことがで きた。

第1点 は敷石住居の出現についてである。山本氏は敷石住居の初現期の姿 を中部山地の中期

後半の石柱 ・石壇 を持つ家に求め られている。県下において敷石住居は曽利IV・V式 併行期に

は存在 してお り,盛 行するのは堀之内式期である。県下の敷石住居のあり方 と,山 本氏の初現

期 とをどうとらえたら良いのか,資 料集成 ・周辺地域 との関連か ら明らかにする必要がある。

第2点 は敷石住居の形態についてである。山本氏は敷石住居は柄鏡形を基本 としている。県内

の敷石住居でプランが とらえられたのは資料作成時で74例 を数えた。円形30,柄 鏡形20,方 形

11,多 角形10,隅 丸方形3で あり,柄 鏡形が卓越 してはいない。これが調査上の問題や斜面立

地の状況か ら来るものか,ま た,関 東より一時期お くれて盛行するとい う周辺部の様相 を持っ

たものなのか解明する必要がある。第3点 は分布 についてである。敷石住居は千曲川水系 ・諏

訪地方に多く見られ,天 竜川流域にはほ とんど見られない。こうした差が何に起因するものな

のか,中 期後半におけるそれぞれの地での文化様相の違い,外 部か らの文化の入 り込み方の違

いなのか等重要な課題である。第4点 はその性格である。敷石住居内から漁網錘がまとまって

出土 した例が2例 報告された,い ずれも諏訪地方である。一般住居 としての色彩が強いように

思われるが,更 に集落 としてのまとまりといった点か らも追究する必要がある。 このほか部分

敷石での敷石の施 され方,廃 絶の問題等,県 内における敷石住居のありようとその特質を明ら

かにする中で,不 明瞭な時期 とされる縄文時代中期末か ら後期 にかけての県下の様相が明確に

なると考 える。そういった意味で敷石住居は大 きな鍵の一つをにぎっていることを再確認 した

研究会であった。

4調 査技術指導

昭和57年 度 上水内郡豊野町1名 派遣 更埴市1名 派遣

昭和58年 度 松本市1名 派遣 飯田市1名 派遣

北佐久郡望 月町1名 派遣 木 曽郡木曽福島町1名 派遣

昭和59年 度 小県郡長門町2名 派遣 松本市1名 派遣

5遺 跡研究発表会

昭和57年 度 大久保B遺 跡について 岡谷市公民館1名 派遣

中島B・ 大久保B遺 跡について 諏訪考古学研究所2名 派遣

昭和58年 度 膳棚B遺 跡について 諏訪考古学研究所1名 派遣

昭和59年 度 大洞遺跡 ・中島B遺 跡について1諏 訪考古学研究所2名 派遣

6刊 行物

長野県埋蔵文化財ニュース(年4回)図 書 目録1

中央道長野線岡谷地区遺跡出土品展資料 長野県埋蔵文化財センター年報11982～1984
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Ill.事 業 概 要

1.機 構

(1)組 織

○理事会

理事長(県教育長)

副理事長(県教育次長)

常 務理事

理事(県企画局長)

〃(県 高速道局長)

〃(県 教委文化課長)

〃(県 考古学会長)

〃(市 町村長代表)

〃(市 町村教育長代表)

〃(考 古学研究者代表)

(10名)

監 事(県会計局会計課長)

〃(県 教委総務課長)

(2名)

○事務局

松塩筑調査事務所長(常務理事兼務)

事務局長

庶務部長 主 事

調査第一部長

調査第二部長

調査研究員

調査研究員

(2)事 務 所

本 部 長野市大 字南長野字幅 下692の2長 野県教育委 員会 文化 課 内

松塩筑調査 事務所 塩 尻市大 字広丘高 出字西原1977

2事 業 概 要

(1)理 事会 及び会 計監査

昭和57年 度

第1回 理事会 昭和57年3月29日 会 場 長 野国際会館

第1号 議案 従たる事務所の設置について 第3号 議案 昭和57年度事業計画書(案)に っいて

第2号 議案 基本財産の預託管理について 第4号 議案 昭和57年度収支予算書(案)に ついて

第2回 理事 会 昭和58年3月15日 会 場 長 野国際会館

第1号 議案 昭和58年度事業計画書(案)に ついて 第3号 議案 昭和57年度収支補正予算書(案)に っいて

第2号 議案 昭和58年度収支予算書(案)に ついて 第4号 議案 寄附行為の一部変更について

昭和58年 度
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第3回 理事 会 昭和58年6月1日 会場 長野 国際会館

第1号 議案 昭和57年度事業報告について 第2号 議案 昭和57年度決算報告にっいて

第4回 理事 会 昭和59年3月17日 会 場 長野 国際会館

第1号 議案 昭和59年度事業計画書(案)に ついて 第4号 議案 寄附行為の一部変更にっいて

第2号 議案 昭和59年度収支予算書(案)に ついて 第5号 議案 監事の委嘱について

第3号 議案 昭和58年度収支補正予算書(案)に ついて

昭和59年 度

第5回 理事 会 昭和59年5月30日 会 場 長 野国際会館

第1号 議案 昭和58年度事業報告について 第2号 議案 昭和58年度決算:報告にっいて

昭和58年度 昭和58年5月18日 実施 昭和57年度事業報告書及び収支計算書について

会計監査
昭和59年度 昭和59年5月17日 実施 昭和58年度事業報告書及び収支計算書について ノ

(2)職 員 研修

昭和57年 度

奈 良国立文化財 研究所研修 関係(年 間)6名

一般課程 ・遺跡測量課程 ・環境考古課程 ・墳墓調査課程 ・遺跡保存整備課程・写真測量課程(各1名)

昭 和57年6月 埋蔵文化財 市町村 担 当者会議(長 野市)7名

昭 和57年9月 全国埋蔵文 化財法 人連絡協議会研 修会(岩 手県)3名

年 間 埋蔵文化財 関係機 関研 究会等10名

昭 和58年 度 〕

奈良 国立文化財研 究所研修 関係(年 間)7名

一般課程 ・基礎課程 ・保存科学課程 ・発掘調査関連技術課程・遺跡測量課程 ・集落遺跡調査課程 ・環境考古課程

(各1名)

昭 和58年6月 埋蔵文化財 市町村 担 当者会議(長 野市)6名

昭 和58年9月 全国埋蔵文 化財法 人連絡協議会研修 会(埼 ・玉県皆野町)2名

年 間 埋蔵 文化財 関係 機 関研 究会等9名

昭和59年 度

奈 良国立文 化財研究所研 修関係(年 間)7名

一般課程 ・環境考古課程 ・石器調査課程 ・遺跡測量課程 ・中近世遺跡調査課程 ・遺跡保存整備課程 ・情報課程

(各1名)

昭 和59年5月 埋蔵 文化財 市町村担 当者会議(長 野市)2名

昭 和59年9月 全 国埋蔵文化財 法人連絡協議 会研修会(栃 木県藤岡町)2名

年 間 埋蔵文 化財 関係機 関研究会 等13名

(3)普 及 活動

〔刊行物〕
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昭和57年 度

昭和58年 度

昭和59年 度

「長 野県埋蔵文 化財 ニ ュー ス」No .1.2・3.

「長 野県埋 蔵文化 財ニ ュー ス」No .5.6.7.

「長 野 県埋 蔵文化 財ニ ュー ス」No .9.10.11.

「中央道 長野線 岡谷地 区遺跡 出土 品展資料 」

「長野 県埋 蔵文化 財 セン ター年報1984」

4

8「 図 書 目録1」

12

〔現地説明会〕

昭和57年 度8月 中島B遺 跡

昭和59年 度7月 中島B遺 跡12月 吉田川西遺跡

〔展 示 会〕

昭和59年 度 中央道長野線岡谷地区遺跡出土品展 一埋れていた世界一

11月30～12月2日 市立岡谷美術考古館 見学者1,112名

(4)調 査事業(中 央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査 ・長野県教育委員会からの委託)

昭和57年 度 0 中島A (岡谷 市) 2,900m2 0 中島B(岡 谷市) 2,100m2

O 西林A r (〃) 4,000m2 ④ 柳海途(〃) 500m2

⑤ 大久保B (〃) 2,820m2 ⑥ 下 り林(〃) 350m2

O 膳棚A (〃) 300m2

調査面積合計 12,970m2

昭和58年 度 0 中島A (岡谷 市) 4,300m2 OO 膳棚B(岡 谷市) 7,250m2

0 西林A (〃) 1,720m2 ④ 柳海途(〃) 14,530m2

⑤ 北山 (塩尻 市) 520m2 ⑥ 御堂垣外(塩 尻市) 860m2

調査面積合計 29,180m2

昭和59年 度 0 中島A (岡谷 市) 2,680m2 0 中島B(岡 谷市) 1,590m2

0 大洞 (〃) 2,910m2 ④ 膳棚B(白 山)(〃) 1,280m2

⑤ 青木汎 (塩尻市) 380m2 ⑥ 青木沢東(塩 尻市) 84m2

0 八窪 (〃) 5,060m2 ⑧ 大原(〃) 25,800m2

0 栗木沢 (〃) 3,710m2 10 ヨケ(〃) 1,490m2

11 樋 口 (〃) 2,900m2 12 高 山(〃) 4,180m2

13 吉田川西 (〃) 15,400m2 ⑭ 神戸(松 本市) 560m2

15 上二子 (松本市) 70m2

調査面積合計 68,094m2

(5)事 業 費 発掘調査費予算

昭和57年 度102,982千 円(人 件 費35,513千 円 物件費67,469千 円)

昭和58年 度141,603千 円(人 件 費63,223千 円 物件費78,280千 円)
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役員及び職員

職 名 昭 和57年 度 昭 和58年 度 昭 和59年 度

理 事 長 市村 勲(県 教育長) 市村 勲(県 教育長) 市村 勲(県 教育長)

副理事長 大友 博幸(県 教育次長) 木鋪 巌(県 教育次長) 酒井 盛夫(県 教育次長)

常務理事 三村 忠幸(県 教委参事) 三村 忠幸(県 教委参事 局付) 三村 忠幸

塩谷 博夫(県 企画局長) 前田 豊彦(県 企画局長) 前田 豊彦(県 企画局長)

山口 勉(県 高速道局長) 太田 勝巳(県 高速道局長) 太田 勝巳(県 高速道局長)

樋 口 太郎(県 教委文化課長) 牧 田 哲夫(県 教委文化課長) 牧内 哲夫(県 教委文化課長12月 辞任)

大澤 和夫(県 考古学会長) 大澤 和夫(県 考古学会長) 宮下 哲(〃12月 就任)

理 事 林 泰章(岡 谷市長 市町村代表) 林 泰章(岡 谷市長 ・市町村代表) 大澤 和夫(県 考古学会長)

中村 博二(長 野市教育長 市町村教育長代表) 中村 博二(長 野市教育長 市町村教育長代表) 小野 光洪(塩 尻市長 市町村代表)

林 茂樹(考 古学研究者) 林 茂樹(考 古学研究者) 中村 一博二(長 野市教育長2月 辞任)

奥村 秀雄(〃2月 就任)

林 茂樹(考 古学研究者)

三井 潔(県 会計局会計課長) 青木 了(県 会計局会計課長) 青木 了(県 会計局会計課長12月 辞任)
へ

監 事 西川 哲雄(県 教委総務課長) 西川 哲雄(県 教委総務課長) 神野 久雄(〃12月 就任)

福沢 江(県 教委総務課長)

三村 忠幸(常 務理事兼任) 三村 忠幸(常 務理事兼任) 山崎 昭三
事務局長

山崎 昭三(58年10月 着:任)

丹羽 長雄 丹羽 長:雄(58年10月転出) 堀内 計人
庶務部長

堀 内 計人(58年10月 着任)

主 事 熊谷由紀子 熊谷由紀子

調査第1部 長 神村 透 神村 透 河西 清光

調査第2部 長 樋 口 昇一(10月 転出) 河西 清光 春原 正毅

小林 至 ノJ柳 義男 小菅 敏男 小林 至 小菅 敏男 小松 望

土屋 積 百瀬 長秀 唐木 孝雄 ノJ柳 義男 小林 至 遠山 芳彦

和田 博秋 井口 慶久 市沢 英利 百瀬 長秀 唐木 孝雄 ノJ柳 義男

百瀬 久雄 関 賢司 小松 宏昭 三上 徹也 市沢 英利 小松 宏昭

原 明芳 井口 慶久 青柳 英利 小平 和夫

調査研究員 百瀬 久雄 関 賢司 小口 徹 金原 正

田中正治郎 鈴木 道穂 小林 俊一 三上 徹也

原 明芳 百瀬 久雄

関 賢司 井口 慶久

田中正治郎 春 日 雅榑:

鈴木 道穂

一60



長 野県埋蔵文化財 セ ンター年 報11982～1984

発 行 日 昭和60年3月31日

編 集発行 ㈲長 野県埋蔵文 化財セ ンター

〒399-07長 野県塩尻市広丘高出1977

TELO263-54-2150

印 刷 中信 凸版 印刷 株 式 会 社






